
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
紗
の
訓
読
語
基
調
と
史
料
的
評
価

-
訓
読
語
に
現
れ
た
待
遇
表
現
を
中
心
に
ー

松
　
本
　
光
　
隆

は
じ
め
に

栂
尾
高
山
寺
経
蔵
に
は
、
第
一
〇
三
函
に
納
め
ら
れ
た
伝
受
類
集
紗
巻
第
一
～
巻
第

(
1
)

二
十
五
(
現
存
二
十
四
巻
、
巻
第
三
欠
)
　
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
資
料
は
、
早
く
よ

り
宮
澤
俊
雅
氏
が
、
鎌
倉
時
代
の
栂
尾
流
の
実
質
を
伺
う
上
で
貴
重
な
資
料
と
位
置
づ

け
ら
れ
、
注
目
さ
れ
て
き
た
資
料
で
あ
る
。
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
抄
に
つ
い
て
は
、
宮

(
2
)

澤
氏
の
筒
に
し
て
要
を
得
た
解
説
が
存
し
、
概
要
は
、
そ
れ
に
譲
る
こ
と
と
す
る
が
、

恵
林
房
経
弁
が
、
師
の
玄
密
房
仁
真
か
ら
伝
授
し
た
口
決
・
折
紙
類
の
類
集
で
あ
る
。

本
資
料
の
大
半
は
、
遡
れ
ば
、
理
明
房
興
然
の
口
決
・
折
紙
類
で
あ
る
が
、
そ
の
興
然

の
口
決
・
折
紙
類
も
、
諸
等
法
を
興
然
よ
り
更
に
遡
っ
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
が
あ
る
。
本
資
料
中
の
記
載
に
よ
っ
て
、
出
自
の
明
ら
か
な
も
の
に
は
、
法
務
寛
信
、

大
法
房
実
任
、
助
阿
閤
梨
観
柘
、
己
講
明
海
、
内
山
真
乗
房
亮
恵
、
越
前
阿
閻
梨
浄
与
等
々

を
初
め
と
し
て
、
諸
師
の
伝
が
確
認
さ
れ
る
。
本
文
に
は
、
時
代
的
に
は
興
然
よ
り
降
っ

て
、
鎌
倉
時
代
の
仁
真
か
ら
経
弁
へ
の
伝
授
の
印
信
・
血
脈
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
抄
の
よ
う
な
諸
尊
法
の
資
料
は
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
各
流
派
で
盛
ん
に
作
ら
れ
た
よ
う
で
、
そ
れ
ま
で
盛
ん
に
加
点
さ
れ
た
中
国

か
ら
将
来
の
、
不
空
や
法
全
な
ど
が
訳
し
た
儀
軌
の
訓
点
資
料
が
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ

て
遣
存
量
が
激
減
す
る
の
と
前
後
し
て
、
伝
授
に
関
わ
っ
て
盛
ん
に
制
作
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
こ
う
し
た
諸
尊
法
の
類
が
、
日
本
語
資
料
と
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の

諸
尊
法
の
言
語
を
ど
う
評
価
す
れ
ば
よ
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
本
稿
の
対
象

と
す
る
伝
受
類
集
抄
に
し
て
も
、
例
え
ば
、
興
然
口
決
・
栄
然
集
の
師
口
、
守
覚
法
親

王
の
関
係
し
た
秘
抄
・
沢
抄
・
野
月
抄
な
ど
や
、
広
沢
流
西
院
流
で
作
ら
れ
た
宏
教
の

金
玉
・
異
水
な
ど
に
し
て
も
、
諸
師
の
伝
を
類
果
し
て
い
る
資
料
の
多
い
こ
と
が
問
題

と
な
る
。
諸
師
の
伝
の
類
衆
と
は
、
た
と
え
、
単
一
の
師
か
ら
の
伝
授
で
あ
っ
て
も
、

系
脈
を
遡
れ
ば
、
複
数
の
個
人
に
た
ど
り
着
く
事
で
あ
る
。
甚
だ
し
い
場
合
は
、
位
相

を
飛
び
越
え
て
、
別
宗
・
別
派
か
ら
の
系
脈
で
あ
る
場
合
も
存
し
て
い
る
。
資
料
中
に

現
れ
る
訓
読
語
の
レ
ベ
ル
は
勿
論
、
元
の
漢
文
な
ど
の
本
文
自
体
が
言
語
的
性
質
(
用

字
法
や
訓
読
語
等
)
を
異
に
す
る
場
合
や
諸
伝
の
系
脈
の
途
中
に
お
け
る
漢
文
本
文
・

漢
文
訓
読
語
な
ど
の
改
編
、
付
加
の
問
題
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
諸
伝
の
集
合
体
で
あ

る
一
つ
の
諸
尊
法
を
、
資
料
全
体
を
通
底
す
る
言
語
の
基
調
、
各
伝
の
伝
流
に
お
け
る

言
語
の
位
相
や
、
初
源
が
明
ら
か
に
な
る
と
す
れ
ば
、
各
個
々
人
の
言
語
特
性
の
出
現

な
ど
多
角
的
に
評
価
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
今
ひ
と
つ
問
題
と
な
る
の
は
、
伝
受
類
集
紗
の
場
合
、
こ
れ
を
構
成
す
る
表

記
体
(
文
体
)
　
の
問
題
で
あ
る
。
伝
受
類
集
紗
は
、
漢
文
(
変
体
漢
文
を
含
む
)
-
ま

た
は
そ
の
訓
読
体
た
る
漢
文
訓
読
語
文
1
と
片
仮
名
交
じ
り
文
と
で
形
作
ら
れ
て
い
る
。

平
安
時
代
の
日
本
語
の
場
合
、
こ
の
二
種
は
、
言
語
体
系
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
説
か
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
伝
受
類
集
抄
は
、

一
五



こ
の
平
安
時
代
に
異
質
と
さ
れ
る
二
表
記
体
を
内
包
す
る
。
伝
受
類
集
紗
と
い
う
一
総

体
と
し
て
の
日
本
語
史
料
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
表
記
体
を
採
用
さ
れ
た
言
語

的
な
文
体
差
と
、
お
そ
ら
く
全
体
を
通
底
す
る
で
あ
ろ
う
日
本
語
の
基
調
と
を
視
野
に

入
れ
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

か
か
る
腑
分
け
を
行
い
、
言
語
資
料
と
し
て
の
評
価
を
行
う
こ
と
を
経
て
、
初
め
て

院
政
期
以
降
の
漢
文
訓
読
語
の
変
化
・
変
遷
、
鎌
倉
時
代
の
共
時
的
な
複
合
体
と
し
て

の
総
体
を
語
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
。

本
資
料
は
、
東
大
寺
点
加
点
の
資
料
で
あ
る
。
多
く
の
尊
法
は
、
興
然
に
関
わ
っ
て
、

真
言
宗
も
小
野
流
に
属
す
る
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
諸
伝

の
中
で
も
、
注
意
す
べ
き
は
、
次
の
如
き
場
合
で
あ
る
。

例
え
ば
、
巻
第
二
十
四
の
印
信
・
血
脈
が
納
め
ら
れ
た
巻
に
は
、
「
寛
朝
」
よ
り
四
代

の
資
で
あ
る
広
沢
流
の
僧
「
芳
源
」
の
「
渾
延
法
師
」
に
授
与
し
た
康
和
五
年
(
二
〇
三
)

七
月
五
日
の
印
信
を
登
載
す
る
。
こ
れ
に
は
、
訓
点
が
存
す
る
が
、
仮
名
点
の
加
点
で
、

東
大
寺
点
の
加
点
が
確
認
さ
れ
な
い
。
巻
第
二
十
五
も
印
信
・
血
脈
を
登
載
す
る
巻
で

あ
る
が
、
明
恵
を
経
由
し
た
と
思
し
き
広
沢
流
出
自
の
印
信
・
血
脈
が
散
見
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
も
東
大
寺
点
の
加
点
は
な
い
。
ま
た
、
印
信
の
中
に
は
、
例
え
ば
「
智
讃
記
」

な
ど
も
引
か
れ
て
、
天
台
方
の
諸
伝
の
記
載
も
存
す
る
。
こ
れ
も
仮
名
点
の
加
点
が
存

す
る
の
み
で
あ
る
。
中
院
流
や
小
島
流
の
印
信
も
存
し
て
お
り
、
宮
澤
氏
の
ご
指
摘
の

通
り
、
栂
尾
流
の
成
立
が
、
い
か
な
る
所
伝
の
衆
合
に
よ
っ
た
の
か
の
経
緯
が
明
ら
か

に
な
る
が
、
問
題
は
、
高
山
寺
蔵
伝
授
煩
集
紗
に
現
れ
て
い
る
言
語
の
時
代
と
位
相
に

関
わ
る
質
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
。

以
上
の
問
題
を
、
厳
密
・
実
証
的
に
、
解
決
す
る
方
向
と
し
て
は
、
当
該
の
言
語
資

料
の
内
部
徴
証
の
検
討
に
従
っ
て
総
合
的
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
が
、

本
稿
に
お
け
る
一
端
の
論
述
後
に
、
時
を
改
め
て
再
度
批
判
を
試
み
る
こ
と
を
課
題
と

す
る
こ
と
し
て
、
拙
論
の
出
発
点
で
は
、
以
下
の
通
り
の
認
定
・
評
価
か
ら
出
発
し
て

み
る
こ
と
と
す
る
。

一
六

諸
等
法
も
、
巻
第
五
　
(
経
法
部
)
　
に
、
「
心
経
法
」
を
納
め
る
が
、
標
題
の
下
に
、
「
党

鎮
上
人
侍
」
と
あ
っ
て
、
覚
鐙
出
自
の
尊
法
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

本
文
は
十
三
行
は
ど
の
言
語
量
の
あ
ま
り
多
く
な
い
専
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
東
大

寺
点
の
加
点
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
覚
鎮
出
自
の
尊
法
の
来
歴
を
辿
れ
ば
、
こ
の
伝
が

覚
鐙
よ
り
興
然
に
流
れ
て
後
、
定
真
、
仁
真
等
を
経
て
、
経
弁
に
伝
わ
っ
た
事
が
想
定

さ
れ
る
が
、
こ
の
尊
法
に
は
、
仮
名
の
加
点
と
並
ん
で
、
東
大
寺
点
の
加
点
が
存
す
る
。

即
ち
、
興
然
の
時
点
か
も
知
れ
ず
、
そ
れ
よ
り
前
、
ま
た
は
、
後
か
も
知
れ
な
い
が
、

小
野
流
の
訓
点
の
フ
ィ
ル
タ
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
璽
加
え
て
、
巻
第

二
十
の
無
垢
浄
光
法
は
、
「
大
法
房
質
任
-
興
然
」
と
伝
わ
っ
た
尊
法
で
あ
る
が
、
標
題

の
下
に
、
「
中
河
貿
範
上
人
注
」
と
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
も
、
東
大
寺
点
の
加
点
が
認

め
ら
れ
る
。

一
方
、
こ
の
他
に
、
巻
第
十
八
の
奉
造
立
仏
像
作
法
は
、
「
成
就
院
寛
助
御
侍
」
、
巻

第
二
十
三
の
遷
宮
修
法
に
は
、
「
寛
助
大
僧
正
記
」
と
あ
り
、
巻
第
十
八
の
御
衣
木
加
持

作
法
に
「
仁
和
寺
」
、
巻
第
二
十
三
の
東
寺
講
堂
五
菩
薩
中
方
菩
薩
事
に
は
、
「
心
壁
間
記
」

と
あ
る
が
、
本
文
は
、
仮
名
点
と
句
切
点
の
み
で
、
東
大
寺
点
の
使
用
が
確
認
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
は
、
言
語
量
が
少
な
い
尊
法
で
あ
る
。
巻
第
十
八
の
「
大
御
室
御
倍
」

の
粥
時
作
法
に
は
、
本
文
に
紐
に
、
右
中
央
星
点
「
の
し
が
、
ま
た
、
同
作
法
の
割
書

部
分
に
も
、
東
大
寺
点
の
加
点
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
広
沢
流
関
係
も
、
個
別
個
別
に

取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

小
野
流
の
フ
ィ
ル
タ
云
々
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
仮
名
点
の
み
加
点
の
資
料
を
慎
重

に
扱
う
べ
き
で
あ
る
が
、
全
体
を
加
え
て
も
、
言
語
量
が
十
分
で
は
な
く
、
今
は
、
こ

の
広
沢
流
関
係
の
尊
法
出
自
と
認
め
ら
れ
る
資
料
の
、
資
料
性
の
検
討
が
尽
く
せ
な
い
。

こ
れ
ら
の
尊
法
を
、
一
端
は
保
留
と
し
て
匿
か
ざ
る
を
得
な
い
が
、
後
日
に
再
検
討
し

て
み
る
必
要
性
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
仮
に
、
保
留
分
を
除
い
て
、
本
資
料
を
、
大
き
く
は
、
真
言
宗
小
野
流
の
所
産
の

言
語
資
料
で
あ
る
と
設
定
し
て
、
以
下
に
論
述
を
行
っ
て
み
る
。
ま
た
、
本
稿
標
題
の



用
語
の
如
く
、
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
紗
の
全
体
の
言
語
を
、
〝
訓
読
語
″
　
と
い
う
術
語

で
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。
後
に
も
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
資
料
に
お
い
て
、

漢
文
部
分
(
変
体
漢
文
を
含
む
)
　
に
、
東
大
寺
点
の
加
点
が
存
す
る
の
は
、
右
に
確
認

し
た
通
り
で
あ
る
。
片
仮
名
交
じ
り
文
体
で
表
記
さ
れ
た
部
分
に
も
、
東
大
寺
点
の
加

ヽ
ヽ

点
が
存
し
て
、
訓
読
を
さ
れ
て
い
る
。
各
表
記
体
の
成
立
時
の
「
漢
文
体
ま
た
は
漢
文

訓
読
体
」
、
「
片
仮
名
交
じ
り
文
体
」
と
い
う
視
点
と
は
別
に
、
そ
れ
と
整
然
と
区
別
す

る
こ
と
が
困
難
な
局
面
も
存
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
東
大
寺
点
が
こ
れ
ら
全
体
に
加
点

さ
れ
た
時
点
の
言
語
を
想
定
し
て
、
こ
の
片
仮
名
交
じ
り
文
体
を
含
め
て
、
〝
訓
読
語
″

と
い
う
一
術
語
を
以
て
捉
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

か
か
る
基
本
的
な
立
場
を
基
と
し
て
、
当
該
資
料
に
つ
い
て
、
表
現
内
容
、
文
体
(
表

記
体
)
差
、
漢
文
体
(
用
字
)
　
の
差
に
視
点
を
当
て
つ
つ
、
そ
の
待
遇
表
現
の
有
り
様

を
解
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
訓
読
語
解
析
の
問
題
の
所
在
と
対
象

平
安
後
半
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
訓
読
語
の
実
情

に
は
、
複
雑
な
状
況
が
あ
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
稿
者
は
、
小
野
流
に
属

す
る
中
川
流
に
つ
い
て
、
中
川
流
の
祖
で
あ
る
実
範
(
喜
多
院
点
使
用
僧
)
　
に
よ
っ
て
、

院
政
期
に
視
点
が
形
作
ら
れ
た
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
東
寺
観
智
院
蔵
の
金
剛

界
儀
軌
実
範
点
の
奥
書
に
は
、
「
是
依
二
誠
讃
一
後
輩
勿
レ
改
」
と
あ
り
、
訓
読
語
を
改
め

る
の
を
禁
じ
た
一
文
に
は
、
時
代
背
景
と
し
て
、
当
時
、
容
易
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
が

常
で
あ
り
、
改
点
、
新
点
の
下
点
が
普
通
で
あ
っ
た
と
言
う
認
識
の
元
に
記
さ
れ
た
奥

(
4
)

書
で
あ
る
と
解
釈
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
元
に
、
真
言
宗
も
小
野
流
の
訓
読
語
は
、

院
政
期
に
お
い
て
、
多
様
な
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
定
し
た

が
、
以
下
に
は
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
と
思
わ
れ
る
諸
尊
法
の
口
決
の
類
集
で
あ
る

伝
受
類
集
紗
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
伺
え
る
訓
読
語
の
多
様
性
と
、
そ
の
基
調
を
記

述
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
抄
は
、
そ
の
資
料
の
体
裁
と
し
て
、
料
紙
の
表
裏
に
墨
書
が
存

在
す
る
も
の
で
あ
る
。
表
面
は
、
上
下
二
段
と
な
っ
て
お
り
、
上
段
に
は
、
多
く
は
興

然
を
経
由
し
た
、
ま
た
は
、
興
然
に
発
し
た
口
決
・
折
紙
類
の
諸
尊
法
を
中
心
に
掲
げ
る
。

各
尊
法
に
お
い
て
は
、
末
尾
に
、
奥
書
の
存
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
伝
流
の
過
程
が
明

ら
か
に
な
る
も
の
が
存
す
る
。
表
面
下
段
に
は
、
上
段
の
諸
尊
法
に
対
す
る
口
伝
が
注

さ
れ
、
箇
条
書
き
的
に
配
さ
れ
る
。
こ
の
表
面
下
段
の
口
伝
の
注
は
、
例
え
ば
、
巻
第

十
六
の
奥
に
、
こ
の
下
段
の
記
事
に
対
応
し
て
、

正
安
四
年
二
三
〇
二
)
　
損
九
月
九
日
抄
出
己
了
/
経
弁
五
十
七

と
す
る
奥
書
が
あ
り
、
他
巻
に
も
散
在
す
る
一
連
の
奥
書
か
ら
、
経
弁
の
施
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
裏
面
に
は
、
表
面
の
諸
尊
法
に
対
す
る
口
伝
等
の
注
記

が
施
さ
れ
て
い
る
。

表
面
上
段
の
諸
尊
法
は
、
そ
の
表
記
体
が
複
数
有
っ
て
、
漢
文
(
変
体
漢
文
を
含
む
)
、

片
仮
名
交
じ
り
文
を
中
心
と
し
て
、
文
章
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
外
的
で
は
あ
る
が
、

巻
第
二
十
五
に
は
、
平
仮
名
表
記
の
部
分
も
指
摘
で
き
る
。
こ
の
漢
文
、
片
仮
名
交
じ

り
文
に
は
、
先
に
も
触
れ
た
如
く
、
共
に
、
仮
名
の
加
点
と
、
東
大
寺
点
の
加
点
が
成

さ
れ
る
。
本
稿
で
の
分
析
の
対
象
と
し
て
は
、
表
面
下
段
お
よ
び
裏
面
の
吾
人
に
つ
い

て
は
留
保
す
る
こ
と
と
し
、
表
面
上
段
の
諸
尊
法
の
部
分
に
限
定
し
て
取
り
上
げ
、
以

下
に
論
述
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
伝
受
類
集
紗
巻
第
一
仏
部
に
お
け
る
異
伝
の
比
較
か
ら

高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
紗
に
つ
い
て
、
紗
全
体
を
見
渡
し
た
時
、
同
じ
尊
法
で
、
異
伝

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
例
に
気
付
く
。
例
え
ば
、
巻
第
一
に
所
載
の
「
薬
師
法
」
　
で
は
、

二
極
の
伝
を
載
せ
て
い
る
。
最
初
の
伝
に
つ
い
て
、
下
段
に
は
、
「
＼
秘
抄
云
　
息
災

(
マ
マ
)

増
益
行
之
」
と
あ
る
が
、
後
に
、
「
＼
私
云
此
折
紙
ハ
理
師
(
興
然
)
　
ノ
秘
抄
ヲ
之
ヲ

見
　
繹
林
寺
助
阿
閤
梨
(
親
祐
)
口
決
ヲ
載
七
被
(
れ
)
タ
リ
下
見
タ
リ
」
の
注
記
が
あ
っ

て
、
観
祐
-
興
然
の
伝
で
あ
る
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
異
伝
の
「
桒

一
七



師
法
」
　
に
は
、
「
＼
此
侍
ハ
法
務
御
房
(
寛
信
)
御
侍
也
　
息
災
　
増
益
行
之
云
々
」
と

あ
っ
て
、
寛
信
-
興
然
の
伝
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
両
者
は
、
同
文
で
は
な
い
が
、

以
下
に
は
、
両
者
の
「
道
場
観
」
　
の
訓
読
を
比
較
し
て
掲
げ
て
み
る
。
ま
ず
、
観
祐
-

興
然
の
伝
と
推
定
さ
れ
る
薬
師
法
で
は
、

1
、
道
場
観せ

よ

　

　

の

　

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

て

　

　

　

　

　

　

と

ナ

観
想
セ
ヨ
・
心
ノ
前
二
束
字
〈
遺
)
有
り
　
髪
シ
テ
浄
瑠
璃
世
界
ト
成
ル
。
其

の

　

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

せ

り

　

　

の

　

に

ノ
上
こ
大
宮
殿
(
返
)
有
(
り
)
　
七
貿
(
返
〉
ヲ
以
て
荘
厳
セ
リ
。
其
ノ
中
二
大

の

　

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

と

　

る

受
茶
羅
壇
有
(
り
)
。
々
(
壇
)
ノ
中
二
亙
字
(
退
)
有
(
り
)
　
月
輪
ト
成
ル
。

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

て

　

　

　

の

　

　

　

と

々
(
輪
)
中
二
避
字
有
(
り
)
て
欒
シ
テ
八
葉
ノ
蓮
花
ト
成
(
る
)
。
々
(
花
)

し

て

ツ

ホ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

て

重
曹
謝
〈
去
濁
)
字
〈
返
)
有
(
り
)
欒
シ
テ
壷
ト
成
(
る
)
。
々
(
壷
)
欒
シ
テ

と

　

る

　

　

の

　

に

は

　

　

　

を

薬
師
如
来
ト
成
ル
。
左
ノ
手
こ
ハ
撃
壷
ヲ
持
(
す
)
。
右
小
手
(
退
)
か
以
(
て
)

施
元
畏
霜
。
光
明
映
-
徹
岩
相
好
囲
満
車
里
殊
ぶ
当
用
対
例
(
返
)

㌫
岩
濁
世
ハ
刻
笥
乱
。
日
光
用
光
等
♪
諸
大
菩
薩
・
及
(
ひ
)

十
二
神
将
・
七
千
薬
叉
〈
返
)
与
前
後
囲
続
セ
リ
。
是
〈
返
)
(
の
)
如
(
く
)
観
l

し

　

　

　

　

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

ム

ホ

ツ

ケ

ム

想
シ
畢
(
り
)
テ
・
七
庭
ヲ
加
持
セ
ヨ
眞
言
(
に
)
日
(
く
)
。
囁
歩
欠
(
巻
第
一
)

(
用
例
は
漢
文
(
変
体
漢
文
を
含
む
)
　
の
用
例
は
、
読
み
下
し
文
の
形
で
掲
げ
る
。
片
仮
名

交
じ
り
文
に
つ
い
て
、
掲
げ
る
用
例
の
状
は
、
こ
の
漢
文
の
読
み
下
し
文
に
近
い
形
で
掲

げ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
こ
と
は
、
一
々
断
る
こ
と
と
す
る
。
以

下
同
。
)

と
の
訓
読
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、
法
務
寛
信
-
興
然
の
伝
で
は
、

2
、
道
場
観

し

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

壇
上
毒
字
(
退
)
有
(
り
)
　
々
(
字
)
髪
シ
テ
象
ト
成
ル
。
々
(
象
)
ノ
上

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

て

　

　

　

　

と

ニ
・
鹿
字
(
返
)
有
(
り
)
　
欒
シ
テ
蓮
花
墓
ト
成
ル
。
々
(
墓
)
ノ
上
ニ
・
衷

し

て

　

　

　

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

字
〈
退
)
有
(
り
)
　
欒
シ
テ
日
輪
ト
成
(
る
)
。
々
々
(
月
輪
)
ノ
上
こ
・
・
異
字
〈
返
)

し

て

　

　

　

　

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

て

有
(
り
)
　
欒
シ
テ
金
剛
杵
ト
成
(
る
)
。
々
々
々
　
(
金
剛
杵
)
　
欒
シ
テ
・
薬

の

　

に

は

師
如
来
ト
成
(
る
)
。
左
ノ
手
こ
ハ
撃
壷
(
返
)
"
持
シ
右
手
(
返
)
ヲ
以
(
て
)

一
八

に

　

れ

　

　

　

　

　

　

し

て

　

　

　

　

せ

h

ソ

施
無
畏
こ
作
レ
。
光
明
映
-
徹
シ
テ
相
好
図
滴
セ
リ
。
殊
こ
封
l
刃
嘲
(
退
)
か

の

　

　

　

　

こ

こ

i

-

し

　

　

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

吏
(
し
)
濁
-
世
ノ
衆
生
ヲ
化
1
度
シ
タ
マ
フ
　
日
光
月
光
等
ノ
諸
大
菩
薩
・

及
(
ひ
)
十
二
神
将
等
前
軋
訂
軋
郡
。
(
巻
第
二

と
あ
る
。
同
文
で
は
な
い
が
、
同
文
的
な
比
較
を
行
う
と
、
異
同
の
確
例
と
し
て
は
、

用
例
1
の
「
十
二
所
大
願
」
と
用
例
2
の
「
十
二
大
願
」
の
如
く
の
格
助
詞
「
の
」
の

し

有
無
と
、
用
例
l
の
「
衆
生
ヲ
化
1
度
オ
」
に
対
し
て
用
例
2
の
「
衆
生
ヲ
化
1
度
シ
列

せ
り

.
雪
男
」
　
の
尊
敬
の
補
助
動
詞
の
読
添
え
の
有
無
、
用
例
1
「
前
後
國
続
セ
リ
」
と
用
例

2
「
前
後
ヰ
囲
続
か
P
に
お
け
る
格
助
詞
「
に
」
の
有
無
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
こ
の
内
、

尊
敬
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
　
の
読
添
え
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で

(
5
)

あ
る
が
、
こ
の
敬
語
表
現
を
含
め
た
待
遇
表
現
に
つ
い
て
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
こ
と

と
す
る
。

右
の
用
例
1
と
用
例
2
は
、
言
語
量
が
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

敬
語
の
読
添
え
「
タ
マ
フ
」
に
つ
い
て
、
対
照
し
た
一
文
の
主
語
に
当
た
る
の
は
「
薬

師
如
来
」
　
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
資
料
1
の
観
祐
-
興
然
の
伝
で
は
、
無
敬
語
の

待
遇
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
寛
信
-
興
然
の
伝
に
お
い
て
は
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
タ

マ
フ
」
を
読
み
添
え
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
例
を
採
っ
て
も
、
伝
受
類
集
紗
の
内
部
に
、

待
遇
表
現
の
揺
れ
が
存
す
る
。
以
下
に
は
、
待
遇
表
現
と
い
う
観
点
に
焦
点
を
あ
て
、

出
現
状
況
の
記
述
を
行
う
事
か
ら
論
じ
始
め
る
。

三
、
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
紗
に
お
け
る
敬
語
動
詞

さ
て
、
「
仏
」
「
菩
薩
」
等
、
諸
尊
の
待
遇
に
関
し
て
は
、
右
に
触
れ
た
尊
敬
の
補
助

動
詞
「
タ
マ
フ
」
　
の
読
添
え
の
他
に
、
高
山
寺
蔵
伝
受
煩
集
抄
に
お
い
て
は
、
敬
語
動

詞
に
よ
る
待
遇
が
認
め
ら
れ
る
。

以
下
に
掲
げ
る
例
は
、
本
文
の
実
字
を
敬
語
動
詞
で
訓
じ
た
例
で
あ
る
。

3
、
々
々
(
光
明
)
ハ
中
学
天
童
ハ
化
俳
(
退
)
郁
シ
l
刊
説
法
利
生
ス
。
(
巻
篇
二
・

阿
弥
陀
法
、
宰
相
阿
関
梨
淳
寛
伝
)



の

　

　

に

4
、
々
々
(
園
光
)
ノ
中
こ
無
量
化
悌
郁
刃
。
(
巻
第
一
・
阿
弥
陀
法
、
宰
相
阿
闇

梨
淳
寛
伝
)

の

　

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

5
、
々
々
(
光
明
)
ノ
中
二
・
天
童
ノ
化
悌
(
退
)
都
、
l
叫
刊
説
法
利
生
ス
。
(
巻
第
一
・

阿
弥
陀
法
、
宰
相
阿
閻
梨
淳
寛
伝
)

6
、
項
-
背
こ
,
國
光
(
退
)
有
り
　
々
々
(
園
光
)
ノ
中
二
天
童
ハ
化
悌
郁
耳
。
(
巻

ク

ヰ

ヤ

ウ

　

ハ

イ

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

　

に

第
一
・
阿
弥
陀
法
、
宰
相
阿
闇
梨
淳
寛
伝
)

に

7
、
々
(
花
)
苧
l
・
親
自
在
菩
薩
(
退
〉
評
　
(
巻
第
二
阿
弥
陀
法
、
宰
相
阿

問
梨
淳
寛
伝
)

の

　

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

　

せ

ソ

8
、
八
桒
ノ
上
二
各
(
の
)
如
来
(
返
〉
痺
引
入
定
結
伽
扶
坐
セ
リ
。
(
巻
第
一
・

阿
弥
陀
法
、
宰
相
阿
閻
梨
淳
寛
伝
)

巳
ド
l
l
1

9
、
蓮
花
墓
ハ
上
〈
退
ェ
於
(
い
て
)
観
自
在
菩
薩
有
ス
　
(
巻
第
一
・
阿
弥
陀
法
、

片
仮
名
交
じ
り
文
、
宰
相
阿
閻
梨
淳
寛
伝
)

1
0
、
蓮
花
八
菓
ハ
上
(
退
)
こ
於
(
い
)
テ
各
ノ
如
来
男
。
(
巻
第
一
・
阿
弥
陀
法
、

片
仮
名
交
じ
り
文
、
観
祐
伝
)

い
ず
れ
も
阿
弥
陀
法
に
あ
っ
て
、
例
9
と
例
1
0
と
は
、
淳
寛
の
伝
と
、
観
柘
の
伝
の
内

の
片
仮
名
交
じ
り
文
部
分
に
出
現
す
る
。
「
仏
」
「
菩
薩
」
の
待
遇
に
関
わ
る
訓
読
で
、
「
有
」

字
に
　
「
イ
マ
ス
」
訓
が
付
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
以
降
の
巻
々
に
も
、

の

　

に

　

　

　

　

圧

L

F

l

l

l

日
、
頭
冠
ノ
中
こ
各
ノ
化
併
有
ス
。
(
巻
第
八
・
十
一
商
法
・
道
場
観
)

は
㌣
輿
壽
貝
竺
退
)
か
戴
ク
　
々
(
冠
)
ノ
中
こ
化
ノ
元
室
壽
悌
有
ス
。
(
巻
第
十
・

の

　

に

　

の

　

　

　

　

h

ド

F

l

l

l

育
頸
観
音
法
・
青
頸
観
自
在
菩
薩
経
引
用
部
)

に
は
、
本
文
に
「
有
」
字
が
あ
っ
て
、
「
化
仏
」
「
無
量
寿
仏
」
主
語
の
文
に
お
い
て
、
「
イ

マ
ス
」
と
訓
ず
る
例
が
あ
る
。

本
資
料
に
お
い
て
は
、
孤
例
で
例
外
的
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
対
応
す
る
漢
字
の
表

記
が
無
く
、
読
添
語
に
尊
敬
の
動
詞
「
イ
マ
ス
」
が
現
れ
る
例
が
あ
る
。

1
3
、
無
量
の
相
好
〈
退
)
ヲ
具
(
し
)
臓
盛
ノ
威
徳
不
可
測
。
(
巻
第
八
・
千
手
法
・
道
場
観
)

主
語
は
「
千
手
千
眼
親
自
在
菩
薩
」
　
で
あ
る
。
か
か
る
「
イ
マ
ス
」
　
の
読
添
え
の
例
は
、

伝
受
頬
柴
抄
中
に
は
他
に
例
が
見
え
な
い
。

右
の
「
有
」
字
の
他
に
、
漢
文
本
文
の
用
字
に
、
敬
語
動
詞
を
充
て
た
例
は
、

1
4
、
併
香
花
國
(
返
〉
表
中
時
こ
・
比
丘
尼
・
優
婆
塞
優
婆
夷
・
七
万
二
千
人
(
退
)

与
倶
ナ
リ
キ
。
(
巻
第
五
・
仏
説
寿
延
経
、
興
然
伝
)

の
例
が
あ
っ
て
、
「
仏
」
を
主
語
と
し
た
文
章
の
用
字
「
在
」
に
敬
語
動
詞
「
マ
シ
マ
ス
」

を
充
当
し
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
前
節
の
読
添
え
の
補
助
動
詞
と
同

様
に
、
諸
尊
の
待
遇
に
現
れ
た
敬
語
動
詞
で
、
次
節
に
詳
説
す
る
読
添
え
の
補
助
動
詞
「
タ

マ
フ
」
と
、
敬
語
使
用
の
対
象
な
ど
、
待
遇
表
現
法
に
お
い
て
基
盤
を
一
に
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
理
屈
の
上
か
ら
は
、
「
有
」
字
に
対
す
る
敬
語
動
詞
訓
の

選
択
は
、
一
方
で
は
、
非
敬
語
動
詞
の
充
当
訓
も
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
伝

受
煩
集
紗
に
は
、
「
有
」
字
が
出
現
す
る
文
脈
に
お
い
て
、
諸
尊
に
対
す
る
待
遇
表
現
上

で
は
、
「
イ
マ
ス
」
以
外
の
訓
が
積
極
的
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
「
有
」
　
の
用
字
に
対
し
て
は
、

敬
語
動
詞
に
訓
読
す
る
と
い
う
訓
読
語
基
調
が
存
し
た
と
見
て
矛
盾
は
な
い
。

一
方
、
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
で
は
、
「
イ
マ
ス
」
、
観
智
院
本
類
緊
名
義
抄
を
検
索
す

れ
ば
、
「
マ
シ
マ
ス
」
な
ど
の
敬
語
動
詞
の
充
当
訓
が
確
認
さ
れ
る
字
で
あ
る
「
坐
」
字

に
つ
い
て
は
、

堕
m
几
師
(
返
〉
事
跡
ル
[
之
]
勢
こ
シ
テ
・
蓮
花
座
(
返
)
ぶ
乱
坤
(
巻
第
七
・
持

こ

シ

テ

世
菩
薩
法
・
道
場
観
)

に

し

て

　

　

　

　

　

し

て

　

　

　

　

に

L

1

1
6
、
色
相
白
色
ニ
シ
テ
[
而
]
合
掌
シ
テ
・
白
蓮
花
こ
坐
ス
。
(
巻
第
七
・
馬
場
法
・

道
場
観
、
観
祐
伝
)

な
ど
と
あ
っ
て
、
敬
語
動
詞
で
読
ま
れ
た
確
例
が
拾
え
な
い
。
こ
の
「
坐
」
字
の
訓
読
は
、

を

　

　

　

　

　

　

　

　

に

H
、
右
ハ
手
相
胸
(
返
)
岩
田
テ
,
地
水
火
ノ
三
指
ヲ
屈
す
。
赤
蓮
花
こ
坐

い
舛
慧
1
里
(
巻
第
七
・
大
勢
至
法
・
道
場
観
)

等
の
例
が
認
め
ら
れ
、
例
1
7
に
は
敬
語
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
を
読
添
え
て
待
遇
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
坐
ス
」
は
サ
変
動
詞
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

一
九



右
掲
の
文
例
か
ら
は
、
「
有
」
字
の
場
合
は
、
尊
敬
動
詞
訓
が
与
え
ら
れ
、
「
坐
」
字

の
場
合
は
、
尊
敬
動
詞
訓
の
可
能
性
は
低
い
。
諸
尊
法
中
の
各
伝
に
お
け
る
両
字
の
用

字
の
問
題
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
あ
る
尊
法
の
伝
に
お
い
て
は
、
右
と
煩
同

の
文
脈
に
お
い
て
「
有
」
字
が
使
用
さ
れ
る
が
、
別
の
尊
法
の
伝
に
は
「
坐
」
　
の
用
字

が
現
れ
る
と
言
っ
た
漢
文
本
体
の
使
用
漢
字
の
異
な
り
を
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る

が
、
次
節
の
状
況
と
比
べ
れ
ば
、
謂
わ
ば
、
以
上
の
帰
納
結
果
か
ら
単
純
に
、
「
有
」
字

と
「
坐
」
字
の
用
字
の
異
な
り
に
対
応
し
て
、
「
有
」
に
は
敬
語
動
詞
訓
を
充
当
し
、
「
坐
」

は
、
漢
語
サ
変
動
詞
と
尊
敬
の
補
助
動
詞
で
待
遇
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
資
料
全
体
を

覆
う
訓
読
基
調
(
規
則
)
　
が
存
し
た
と
指
摘
さ
れ
よ
う
。

四
、
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
紗
に
お
け
る
読
添
え
の
敬
語
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」

次
に
は
、
読
添
え
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
　
に
つ
い
て
記
述
し
、
高
山
寺
蔵
伝
受
類

集
紗
に
お
け
る
用
法
を
整
理
、
帰
納
し
て
み
る
。

高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
紗
の
巻
第
丁
二
は
、
仏
部
に
あ
た
る
部
分
で
、
そ
の
中
に
、
読

添
え
の
尊
敬
補
助
動
詞
が
出
現
す
る
。
こ
の
仏
部
に
お
け
る
読
添
え
の
尊
敬
の
補
助
動

詞
「
タ
マ
フ
」
　
は
、
「
阿
弥
陀
法
」
中
に
、

を

墜
面
ヲ
・
観
自
在
菩
薩
(
退
)
ぶ
向
へ
列
可
司
り
　
(
巻
第
一
・
阿
弥
陀
法
・
自
観
(
道

場
観
ノ
又
説
)
、
宰
相
阿
闇
梨
浮
寛
伝
)

の
例
が
あ
っ
て
、
主
語
「
阿
弥
陀
如
来
」
　
の
文
に
、
現
れ
て
、
「
阿
弥
陀
如
来
」
に
対
す

る
敬
意
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
薛
い
が
、
こ
の
個
所
は
、
漢
文
本
文
に
、
「
タ

マ
フ
」
　
に
対
応
す
る
漢
字
が
無
く
、
日
本
語
に
訓
読
さ
れ
た
際
に
、
読
添
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

一
方
、
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
紗
に
は
、
「
阿
弥
陀
法
」
　
の
異
伝
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
異
伝
の
同
文
的
な
部
分
は
、

1
9
、
定
(
返
)
ニ
入
(
り
)
　
テ
結
蜘
扶
坐
ス
・
面
ヲ
観
自
在
菩
薩
こ
嘲
列
。
(
巻
第
一
・

阿
弥
陀
法
、
片
仮
名
交
じ
り
文
、
観
祐
伝
)

二
〇

「
阿
弥
陀
如
来
」
主
語
の
一
文
に
、
右
の
例
が
あ
っ
て
、
敬
語
表
現
が
見
あ
た
ら
な
い
。

前
に
も
触
れ
た
事
象
で
あ
る
が
、
敬
語
の
読
添
え
に
有
無
が
あ
る
。
こ
の
事
象
に
つ
い

て
は
、
後
に
、
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
て
、
読
添
え
の
補
助
動
詞
の
出
現
に
つ

い
て
、
以
下
に
記
述
・
整
理
を
続
け
る
。

そ
の
他
、
読
添
語
「
タ
マ
フ
」
が
現
れ
る
例
と
し
て
は
、

2
9
大
智
大
悲
ノ
方
便
(
返
)
か
起
岩
金
輸
ノ
三
昧
地
こ
入
り
舛
軸
外
。
(
巻
第
二
・

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

(

大

肺

頂

錘

)

大
イ
丁
去
・
道
場
観
、
浮
与
伝
)

(
大
俳
皿
法
)

賀
本
尊
我
力
身
〈
返
〉
ニ
入
り
列
-
刊
外
　
(
巻
第
二
・
大
イ
丁
去
・
入
我
我
人
観
、

浮
与
伝
)

軍
、
貿
蓮
満
月
輪
ハ
上
(
近
〉
ぶ
坐
山
舛
壷
井
(
巻
第
二
・
随
求
法
・
道
場
観
)

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

し

て

　

　

　

　

　

　

　

の

　

に

㌶
、
壇
上
ノ
尊
ト
我
自
身
(
返
)
与
一
倍
元
二
ニ
シ
テ
貿
造
花
・
満
月
輪
ノ
上
こ
坐

シ
列
急
.
リ
。
(
巻
第
二
・
随
求
法
・
入
我
我
人
観
)

の
例
が
認
め
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敬
意
の
対
象
は
、
例
2
0
・
2
1
が
、
「
枇
慮
遮
那
」
「
大
日
」
、

例
2
2
・
2
3
が
「
大
隠
求
菩
薩
」
な
ど
、
「
如
来
」
「
菩
薩
」
に
対
す
る
も
の
と
し
て
出
現
す
る
。

高
山
寺
本
伝
受
類
集
抄
は
、
巻
第
三
を
欠
く
が
、
巻
第
四
・
五
は
、
経
法
部
で
あ
る
。

こ
の
経
法
部
に
は
、
「
仏
」
を
待
遇
し
た
尊
敬
語
(
敬
語
動
詞
な
ど
)
　
は
出
現
す
る
が
、

読
添
え
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
　
の
出
現
は
確
認
さ
れ
な
い
。

高
山
寺
本
伝
受
類
集
紗
巻
第
六
・
七
・
八
・
九
・
十
は
、
菩
薩
部
で
、
こ
の
部
分
の
状
況

を
記
述
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

墾
々
々
(
日
輪
)
ノ
[
之
]
上
ニ
・
般
若
波
羅
蜜
彿
母
坐
れ
外
車
小
骨
(
巻
第
六
・

の

　

　

　

　

　

に

般
若
菩
薩
法
・
観
道
場
、
神
目
次
第
)

右
の
例
は
、
「
神
目
次
第
云
観
壇
場
定
印
」
と
し
て
引
用
さ
れ
た
も
の
で
、
「
般
若
波
羅
蜜

保
母
」
を
主
語
と
し
た
文
で
の
待
遇
表
現
中
に
用
い
ら
れ
る
。
他
に
読
添
語
「
タ
マ
フ
」

の
存
す
る
例
は
、

輿
本
尊
我
身
(
返
)
ぶ
入
リ
テ
我
ヲ
加
-
持
シ
列
.
刊
カ
(
巻
第
六
・
普
賢
法
・
入

我
我
人
観
)



6
ヽ

27
ヽ

28
ヽ

2
9
ヽ

2

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

て

　

　

　

　

　

　

　

と

壇
上
己
l
成
ノ
菩
薩
・
亦
内
詔
書
屈
(
返
)
か
引
-
率
シ
テ
[
与
]
我
〈
近
)
ト
甲

封
シ
テ
[
而
]
住
い
等
聖
(
巻
第
六
・
一
暫
文
殊
法
・
入
我
我
人
観
)

し
て

々
々
(
本
尊
)
我
か
身
(
退
〉
訂
(
り
)
テ
我
ヲ
加
・
持
シ
列
・
刊
カ
(
同
右
)

れ
り

右
手
説
法
ノ
印
(
空
存
レ
リ
　
桔
蜘
扶
坐
完
車
斗
恒
。
(
巻
第
七
,
弥
勒

法
・
道
場
観
、
観
祐
伝
、
主
語
ハ
　
「
慈
氏
菩
薩
」
)

右
♪
手
相
胸
近
　
訂
甲
テ
、
地
水
火
ノ
三
指
ヲ
屈
す
。
赤
蓮
花
こ
坐

を

　

　

　

　

　

　

　

　

に

れ
盈
寸
恒
。
(
巻
第
七
・
大
勢
至
法
,
道
場
観
)

に

3
9
本
等
日
工
慧
ノ
脊
屈
(
退
)
ヲ
引
(
き
)
テ
共
二
我
力
身
〈
送
芸
人
(
り
)
テ
即

(
ち
)
加
-
持
シ
列
d
っ
到
。
(
巻
第
九
・
如
意
輪
法
・
入
我
我
人
観
)

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

里
本
尊
日
義
ノ
替
屈
(
退
)
ヲ
引
(
き
て
)
共
二
我
力
身
(
返
〉
ぶ
入
(
り
)
テ
即

(
ち
)
加
持
(
し
)
列
可
到
。
(
巻
第
九
・
七
星
如
意
輪
法
・
入
我
我
人
観
、
寛
信
伝
)

な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
右
の
例
に
つ
い
て
は
、
各
尊
法
に
同
様
の
文
が
見
え
る
。
「
入
我

我
人
観
」
に
用
例
が
多
い
が
、
「
タ
マ
フ
」
に
よ
る
待
遇
の
対
象
は
、
「
本
尊
(
菩
薩
)
」
「
大

勢
至
菩
薩
」
「
慈
氏
菩
薩
」
　
の
例
で
あ
る
。
先
の
仏
部
の
「
如
来
」
　
の
待
遇
と
同
様
、
「
菩

薩
」
に
対
し
て
も
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
に
よ
る
待
遇
が
認
め
ら
れ
る
。

伝
受
類
集
紗
巻
第
十
一
・
十
二
は
、
明
王
部
で
、
こ
の
部
分
に
も
、
読
添
え
の
補
助
動

詞
「
タ
マ
フ
」
が
認
め
ら
れ
る
。

冥
々
(
銃
)
望
シ
テ
・
不
動
明
王
ト
成
ル
。
火
生
三
昧
〈
退
)
ぶ
住
シ
テ
大
牢
怒

を

　

　

　

　

ー

ノ
形
ヲ
現
シ
タ
マ
フ
。
(
巻
第
十
一
・
不
動
法
・
道
場
観
)

の

詔
、
壇
上
ノ
早
成
ノ
本
尊
・
又
自
認
ノ
啓
屈
等
(
返
)
か
引
-
率
シ
テ
我
身
(
退
)
ニ
入

(
り
て
)
我
ヲ
加
持
(
し
)
列
刊
列
。
(
巻
第
十
一
・
大
威
徳
転
法
輪
法
・
入

我
我
人
観
、
実
任
伝
)

軍
、
貸
地
ル
蓮
ハ
上
訂
シ
列
可
可
リ
。
(
巻
第
十
二
・
烏
葬
渋
摩
奉
・
道
場
観
)

右
の
例
の
主
語
は
、
各
々
「
不
動
明
王
」
「
大
威
徳
明
王
」
「
「
烏
葬
溢
摩
明
王
」
　
で
あ
る
。

の

　

　

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

　

　

の

器
、
壇
上
ノ
己
成
ノ
本
尊
・
四
悌
四
波
羅
密
等
ノ
日
置
ノ
昏
届
へ
返
)
か
引
.
率
シ
テ

し

て

　

　

　

　

ー

我
(
退
)
与
相
-
封
シ
テ
住
シ
タ
マ
フ
。
(
巻
第
十
二
・
愛
染
王
法
・
入
我
我
人
観
)

鶉
、
即
(
ち
)
本
尊
・
我
か
身
(
退
)
こ
入
(
り
て
)
我
ヲ
加
-
持
シ
列
可
列
(
巻
第

十
二
・
愛
染
王
法
・
入
我
我
人
観
)

な
ど
、
「
愛
染
明
王
」
な
ど
も
、
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
　
で
待
遇
さ
れ
る
。

伝
受
類
集
抄
巻
第
十
三
か
ら
巻
第
十
七
の
五
巻
は
、
天
部
で
、
こ
の
部
分
に
も
読
添

え
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
が
出
現
す
る
。

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

訂
、
法
界
定
印
(
退
)
か
結
(
ひ
)
テ
々
(
印
)
上
こ
金
輪
〈
近
)
"
安
セ
ヨ
一
々
ノ

h

ソ

　

の

　

　

　

　

　

　

　

し

し

控

l

陸

l

l

卜

l

L

〃

l

毛
孔
(
返
)
自
リ
諸
ノ
曜
宿
(
送
)
ヲ
流
・
出
シ
タ
マ
ヘ
リ
　
(
巻
第
十
三
・
北
斗
供

略
次
第
・
仏
身
円
満
)

右
例
の
主
語
は
、
「
一
字
頂
輪
王
」
　
で
あ
る
。

輿
自
身
・
北
斗
七
星
(
退
)
ト
か
ヌ
　
諸
悌
我
垂
ヲ
加
l
持
シ
列
マ
ー
列
　
(
巻
第

十
三
・
北
斗
略
次
第
・
諸
仏
加
持
)

右
の
「
加
-
持
シ
タ
マ
フ
」
の
待
遇
の
対
象
は
、
「
諸
仏
」
　
で
あ
る
。
例
3
7
は
、
「
明
王
」

に
対
す
る
待
遇
に
出
現
し
、
前
述
の
r
仏
」
「
明
王
」
に
対
す
る
待
遇
表
現
と
同
質
の
も

の
も
確
認
さ
れ
る
が
、

の

輿
北
斗
七
星
・
各
々
ノ
[
於
]
本
宮
(
返
〉
こ
還
(
り
)
列
刊
列
　
(
巻
第
十
三
・

北
斗
護
摩
秘
法
、
故
僧
都
御
房
伝
)

で
は
、
「
北
斗
七
星
(
天
)
」
　
の
待
遇
に
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
が
読
み
添
え

ら
れ
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
以
上
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
に
よ
る
待
遇
法
を
整
理
す
れ
ば
、
「
仏
」
「
菩

薩
」
「
明
王
」
「
天
」
に
対
す
る
待
遇
に
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
が
読
添
え
ら

れ
て
い
る
と
整
理
、
記
述
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

伝
受
類
集
紗
は
、
続
く
巻
第
十
八
か
ら
巻
第
二
十
三
ま
で
は
、
作
法
部
で
、
巻
第

二
十
四
・
二
十
五
は
、
印
信
・
血
脈
で
あ
る
。
内
容
的
に
、
或
は
、
各
作
法
の
文
章
構
成
が
、

巻
十
七
の
天
部
ま
で
と
は
超
を
異
に
し
、
興
然
以
降
の
作
法
、
ま
た
、
印
信
類
の
搭
載

が
目
立
ち
、
ま
た
、
片
仮
名
交
じ
り
文
が
目
に
付
く
部
分
で
あ
る
。
こ
の
作
法
部
に
も

読
添
え
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
が
現
れ
る
。

二
一



4
9
仰
(
き
)
願
(
は
く
は
)
無
量
壽
等
三
菩
薩
等
・
往
-
昔
(
の
)
誓
願
〈
返
)
(
を
)

ス

誤
マ
ラ
不
必
(
す
)
来
迎
引
掘
(
近
)
ヲ
垂
レ
テ
尊
琴
二
有
ノ
[
之
]
苦
域
〈
返
)

ヲ
離
レ
九
品
ノ
[
之
]
浮
墓
こ
生
(
せ
)
　
シ
メ
列
.
刊
司
(
巻
第
二
十
三
・
無

常
導
師
次
第
・
表
白
、
仁
和
寺
尊
勝
院
本
)

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

を

4
1
、
十
方
如
来
常
(
に
)
随
(
ひ
)
　
テ
守
-
護
シ
三
-
世
ノ
諸
悌
皆
(
な
)
授
記
ヲ

輿
へ
列
可
フ
l
。
(
巻
第
二
十
四
・
一
印
印
信
・
「
即
心
成
悌
義
」
引
用
部
、
小
野

大
乗
院
良
雅
伝
)

の
例
が
あ
っ
て
、
右
に
記
述
し
た
如
く
、
「
無
量
壽
尊
・
二
菩
薩
等
」
と
「
諸
仏
」
　
が
、

「
タ
マ
フ
」
に
よ
っ
て
待
遇
さ
れ
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
例
4
0
は
、
奥
書
に

仁
和
寺

「
宮
本
云
/
以
尊
勝
院
御
本
書
之
云
々
」
と
あ
る
も
の
で
、
仁
和
寺
関
係
の
尊
法
を
源
と

す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
無
常
導
師
次
第
に
は
、
仮
名
点
・
句
切
点
の
加
点
は
あ
る
が
、

東
大
寺
点
の
加
点
が
確
認
さ
れ
な
い
か
ら
、
「
は
じ
め
に
」
　
で
も
触
れ
た
如
く
、
保
留
と

扱
う
べ
き
で
あ
る
が
仁
和
寺
系
の
作
法
が
、
東
大
寺
点
の
影
響
を
被
ら
ず
、
直
接
に
編

入
し
た
可
能
性
を
否
定
し
き
れ
な
い
。
以
上
の
意
味
で
注
意
を
要
す
る
用
例
で
あ
る
が
、

参
考
例
と
し
て
、
右
に
掲
げ
て
お
く
。

一
方
で
、
右
と
は
趣
を
異
に
し
た
以
下
の
例
も
認
め
ら
れ
る
。

彗
小
野
仁
海
僧
正
老
乱
シ
テ
・
宮
僧
正
ノ
法
眼
(
の
)
時
(
退
)
ヲ
以
(
て
)
御

重
加
持
二
参
や
令
メ
列
刊
列
。
云
々
(
巻
第
二
十
二
・
御
斎
会
之
間
五
七
日
御

修
法
井
御
薬
加
持
事
、
醍
醐
権
僧
正
勝
覚
伝
)

右
の
例
4
2
は
、
訓
点
の
加
点
に
疑
問
が
残
る
例
で
あ
る
が
、
「
宮
僧
正
法
眼
」
の
待
遇
に
、

尊
敬
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
が
読
添
え
ら
れ
た
例
と
判
ぜ
ら
れ
る
。
例
4
2
は
、
文
章

内
容
も
、
そ
れ
以
前
と
異
な
っ
て
お
り
、
本
朝
に
関
す
る
記
事
で
、
「
タ
マ
フ
」
も
読
添

語
と
し
て
現
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
例
外
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
後
に
節

を
改
め
て
論
述
を
加
え
る
。

以
上
に
取
り
上
げ
た
読
添
え
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
は
、
原
則
と
し
て
、
漢
文
(
変

体
漢
文
を
含
む
)
　
に
現
れ
る
も
の
で
、
本
文
に
、
「
タ
マ
フ
」
　
に
対
応
す
る
用
字
が
無
い

二
二

場
合
で
あ
る
。
右
の
挙
例
の
内
、
例
4
2
を
除
い
て
、
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
は
、
「
仏
」

「
菩
薩
」
「
明
王
」
「
天
」
に
対
す
る
敬
意
の
表
現
と
し
て
読
み
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
帰
納
さ
れ
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら
「
仏
」
以
下
「
天
」
に
至
る
諸
尊
に
対
し
て
は
、
「
タ

マ
フ
」
を
以
て
待
遇
す
る
と
い
う
訓
読
基
調
が
存
し
て
い
る
と
見
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
先
の
第
二
節
の
例
1
・
2
に
も
触
れ
た
、
敬
語
表
現
の
有

無
の
問
題
で
あ
る
。
確
か
に
、
本
資
料
に
お
い
て
は
、
「
仏
」
を
始
め
と
し
た
諸
尊
が
主

題
と
な
る
文
脈
に
お
い
て
、
「
タ
マ
フ
」
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
な
例

も
多
数
に
上
る
。

の

輿
璧
退
)
従
リ
黄
金
♪
光
(
返
)
か
放
(
ち
)
テ
天
童
ノ
世
界
ヲ
剰
刈
。
(
巻
第
一
・

宝
生
尊
法
、
内
山
真
東
房
亮
恵
-
興
然
伝
)

彗
大
光
明
〈
返
)
ヲ
放
(
ち
)
テ
遍
ク
法
界
ヲ
習
。
(
巻
第
二
阿
弥
陀
法
)

彗
大
光
明
(
返
)
か
放
(
ち
)
テ
道
ク
法
界
ヲ
刻
刈
。
(
巻
第
二
阿
弥
陀
法
、
宰

相
阿
闇
梨
淳
寛
伝
)

(
た
)
メ

彗
教
法
ヲ
流
・
布
シ
衆
生
ヲ
化
⊥
度
セ
ム
カ
望
説
法
ノ
相
こ
倒
小
所
。
(
巻
第
二
・

釈
迦
法
、
実
任
伝
)

に

L

ド

l

h

け

l

彗
法
界
定
印
二
住
セ
リ
。
(
巻
第
二
・
大
仏
頂
法
・
道
場
観
、
浮
与
伝
)

右
の
諸
例
は
、
巻
第
一
・
二
の
限
り
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
態
と
し
て
は
、

敬
語
の
読
添
え
が
無
い
例
で
あ
る
。
仮
説
の
域
を
出
な
い
論
行
と
な
る
が
、
主
語
は
そ

れ
ぞ
れ
、
「
宝
生
如
来
」
、
「
阿
弥
陀
如
来
」
、
「
釈
迦
如
来
」
、
「
大
仏
頂
如
来
」
　
で
あ
っ
て
、

こ
こ
ま
で
に
帰
納
し
た
例
と
引
き
比
べ
れ
ば
、
敬
語
の
読
添
え
が
出
現
し
て
も
お
か
し

く
な
い
と
判
断
さ
れ
る
個
所
で
あ
る
。
即
ち
、
先
の
よ
う
に
、
敬
語
を
読
添
え
待
遇
す

る
と
い
う
訓
読
基
調
が
あ
る
一
方
で
、
「
仏
」
を
始
め
と
し
た
諸
尊
を
対
象
に
、
無
敬
語

で
待
遇
す
る
と
い
う
基
調
と
が
重
合
し
た
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
即

ち
、
二
種
の
基
調
の
混
在
に
よ
っ
て
、
待
遇
の
対
象
か
ら
で
は
出
現
の
有
無
が
説
明
で

き
ず
、
揺
れ
て
い
る
-
任
意
で
あ
る
ー
状
況
そ
の
も
の
が
伝
受
類
集
抄
と
い
う
一
資
料

に
通
底
す
る
一
基
調
で
あ
る
と
み
る
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
基
調
成
立
に
関
わ
る
重
合
過



程
の
問
題
を
考
え
る
に
は
、
適
時
的
な
視
点
を
以
て
、
時
代
を
遇
っ
て
実
証
す
る
必
要

が
あ
る
よ
う
に
判
断
す
る
が
、
即
座
に
は
、
委
細
を
論
じ
る
用
意
が
無
く
、
今
後
に
委

ね
ね
ば
な
ら
な
い
所
で
あ
る
。

五
、
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
紗
に
お
け
る
敬
語
の
偏
在
(
ニ

ー
文
章
内
容
の
差
に
よ
る
偏
在
-

さ
て
、
以
上
に
は
、
読
添
え
の
敬
語
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
　
の
出
現
と
、
本
文
漢
字

の
敬
語
動
詞
訓
の
状
況
を
一
資
料
全
体
を
覆
う
も
の
と
し
て
検
討
し
、
記
述
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
表
現
は
、
待
遇
の
対
象
と
い
う
視
点
で
帰
納
し
た
。
待
遇
の
対
象
が
何
か
と

言
っ
た
分
析
視
点
と
は
異
な
る
視
点
で
、
詳
細
に
ま
た
細
部
に
亙
る
検
討
を
加
え
て
み

る
と
、
実
は
、
本
資
料
の
敬
語
は
、
偏
在
傾
向
を
見
せ
る
。
極
単
純
に
思
考
す
れ
ば
、
「
偏

在
」
と
は
、
本
資
料
に
お
け
る
待
遇
表
現
法
則
の
分
裂
を
意
味
し
そ
う
で
、
基
調
な
る

も
の
が
設
定
で
き
無
い
と
見
る
立
場
が
存
す
る
こ
L
に
繋
が
ろ
う
。
以
下
に
は
、
そ
の
「
偏

在
」
　
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

高
山
寺
蔵
伝
受
煩
集
紗
の
内
情
を
整
理
し
て
み
る
と
、
そ
の
偏
在
も
、
複
数
の
要
因

に
よ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
要
因
が
、
文
章
内
容
に
関
連
し
た
問
題
で
あ
る
。
伝

受
頸
集
紗
の
各
々
の
尊
法
は
、
数
種
の
条
項
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

任
意
に
取
り
上
げ
て
み
る
が
、
巻
第
一
の
「
薬
師
法
」
(
寛
信
伝
)
　
で
は
、

動
詞
句
・
委
原
句
・
道
場
観
・
讃
・
礼
悌
・
印
・
畢
言
・
正
念
詞
・
散
念
詞

で
構
成
さ
れ
る
。
巻
第
四
の
「
六
字
法
」
な
ど
で
は
、

種
(
子
)
・
尊
像
・
印
・
眞
言
・
部
主
・
勧
請
句
・
童
顔
句
・
礼
俳
句
・
後
加
持
兄
・

壇
様
・
結
線
事
・
師
口
侍

で
構
成
さ
れ
て
、
観
想
に
関
す
る
記
事
が
な
い
。
同
じ
く
巻
第
四
の
実
任
の
伝
で
あ
る
「
理

趣
経
(
法
)
」
な
ど
に
も
観
想
に
関
す
る
記
述
が
な
い
。
尊
法
各
々
に
お
け
る
文
章
構
成

が
異
な
る
が
、
第
四
節
に
お
い
て
中
心
的
に
記
述
し
た
読
添
語
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」

の
出
現
は
、
第
四
節
に
掲
げ
た
用
例
に
所
在
と
し
て
付
し
た
如
く
、
「
道
場
観
」
や
「
入

我
我
人
観
」
に
偏
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
観
想
法
の
文
章
に
は
、
「
仏
」
　
「
菩
薩
」
「
明
王
」

「
天
」
が
主
題
と
な
る
文
が
綴
ら
れ
て
、
文
章
が
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
敬
意
の

表
現
と
し
て
、
「
タ
マ
フ
」
が
読
添
え
ら
れ
る
。
一
方
、
同
じ
尊
法
に
あ
っ
て
も
、
立
印

法
を
説
い
た
文
章
に
あ
っ
て
は
、

よ

　

　

　

　

一

さ

　

　

　

　

　

て

彗
中
墓
阿
閑
如
来
　
左
拳
・
[
於
]
賛
〈
退
〉
こ
安
セ
ヨ
　
右
羽
州
垂
(
れ
)
テ
地

こ
爛
(
け
)
ヨ
。
(
巻
第
一
・
阿
開
法
金
剛
部
、
内
山
真
乗
房
亮
恵
伝
)

の

　

　

　

の

4
2
胎
蔵
ノ
蓮
花
戒
ノ
印

に

し

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

　

キ

二
手
虚
心
合
掌
こ
シ
テ
・
二
頭
指
・
二
中
指
二
一
元
名
指
・
各
ノ
開
-
立
テ

ツ

　

　

こ

と

ナ

カ

　

　

　

　

ユ

　

　

　

の

∵
禦
撃
退
軒
フ
令
メ
テ
着
ク
ル
コ
ト
勿
レ
。
所
-
謂
ル
八
葉
ノ
印
(
な
り
)

[
也
]
(
巻
第
二
阿
弥
陀
法
蓮
花
部
・
又
印
、
宰
相
闇
梨
淳
寛
伝
)

の
如
く
で
あ
っ
て
、
手
や
指
な
ど
の
身
体
部
位
が
主
語
、
主
題
と
な
る
。
観
想
法
で
は

敬
意
の
対
象
と
な
っ
た
「
仏
」
以
下
の
諸
尊
が
、
立
印
法
と
し
て
記
述
さ
れ
た
文
章
内

容
に
は
関
与
し
な
い
。
即
ち
、
読
添
語
の
　
「
タ
マ
フ
」
　
の
出
現
は
、
同
一
等
法
の
中
に

お
い
て
も
、
文
章
内
容
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
偏
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
両
文

章
の
与
え
る
印
象
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
或
は
、
文
体
的
な
差
と
し
て
位
置
づ
け

る
立
場
が
あ
っ
て
も
当
然
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
を
以
て
、
各
部
分
の
訓
読

語
基
調
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
は
認
定
で
き
な
い
。
即
ち
、
文
章
内
容
の
異
同
と
い

う
視
点
か
ら
分
析
さ
れ
る
偏
在
は
、
両
者
の
訓
読
語
の
質
的
な
違
い
を
示
し
た
も
の
で

は
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
。

本
伝
受
類
集
抄
に
は
、
こ
れ
ま
で
説
い
て
き
た
尊
敬
表
現
以
外
に
、
謙
譲
の
補
助
動

詞
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
を
用
い
て
、
待
遇
を
表
現
し
た
例
が
あ
る
。
以
下
に
は
、
こ
の
表

現
を
取
り
上
げ
て
、
右
の
分
析
を
補
っ
て
み
る
。

ま
ず
、
読
添
語
と
し
て
出
現
す
る
謙
譲
の
補
助
動
詞
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
　
に
つ
い
て
の

記
述
か
ら
始
め
る
。
構
文
の
関
係
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
本
資
料
に
は
、
「
タ
マ
フ
」

に
比
較
し
て
、
読
添
語
の
「
タ
テ
マ
ツ
ル
し
　
の
例
は
、
多
く
を
指
摘
で
き
な
い
。
例
え
ば
、

に

駒
、
我
本
尊
ハ
身
〈
返
)
ぶ
入
(
り
)
即
(
ち
)
法
身
の
功
徳
二
甲
依
シ
列
テ
割
判
刊

二
三



可
。
(
巻
第
二
・
随
求
法
・
入
我
我
人
観
、
興
然
伝
)

の

引
、
益
虚
空
界
ノ
諸
悌
・
菩
薩
・
緑
党
・
質
問
・
及
(
ひ
)
一
切
世
天
等
二
供
-
養

シ
タ
テ
マ
ツ
ル
。

(
巻
第
四
・
寿
命
経
法
・
護
摩
、
実
任
伝
)

と
し
た
補
助
動
詞
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
が
認
め
ら
れ
る
。
浄
与
伝
の
寿
命
経
法
に
も
、
同

様
の
文
脈
が
あ
っ
て
、

2
ヽ

5

の

姦
虚
空
界
ノ
諸
併
・
菩
薩
・
緑
党
・
壁
間
・
及
(
ひ
)
一
切
世
天
等
こ
供
・
養

シ
タ
テ
マ
ツ
ル
。
(
巻
第
四
・
寿
命
経
法
、
浄
与
伝
)

ま
た
、3

ヽ
54

ヽ
55

ヽ
5

に

々
(
我
)
レ
本
尊
ノ
御
身
(
返
)
二
人
(
り
)
テ
本
尊
ニ

(
巻
第
六
・
普
賢
法
・
入
我
我
人
観
)

蹄
-
依
シ
タ
テ
マ

ツ
ル

件
(
の
)
像
ヲ
錦
二
裏
テ
　
箱
入
タ
テ
マ
ツ
ル
・
(
巻
第
十
一
・
不
動
法
、
片
仮

名
交
じ
り
文
)

に

々
(
我
)
本
尊
ノ
身
(
退
)
ぶ
入
(
り
て
)
本
尊
二
甲
依
シ
列
朝
刊
外
山
。
(
巻

件
(
の
)
像
㌔
撃
裏
テ
ハ
配

第
十
二
・
相
染
王
法
・
入
我
我
人
観
)

な
ど
の
補
助
動
詞
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
　
の
読
添
語
が
散
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
謙
譲
の
補
助

動
詞
に
よ
っ
て
待
遇
さ
れ
、
敬
意
の
対
象
と
な
る
の
は
、
先
の
「
タ
マ
フ
」
と
同
様
に
、
「
仏
」

以
下
の
諸
尊
で
あ
る
。
か
か
る
条
件
で
読
添
語
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
が
出
現
す
る
の
は
、
「
入

我
我
人
観
」
等
の
観
想
に
関
す
る
記
述
内
容
を
持
っ
た
部
分
で
、
「
タ
マ
フ
」
同
様
、
文

章
の
主
題
と
関
連
し
て
の
偏
在
が
指
摘
で
き
る
。
実
態
と
し
て
の
偏
在
は
指
摘
で
き
る

が
、
こ
の
偏
在
は
、
言
語
の
質
の
差
を
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
言
語
基
調
の
差
を
示

す
も
の
と
は
な
ら
な
い
。

六
、
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
紗
に
お
け
る
敬
語
の
偏
在
(
二
)

-
文
体
(
表
記
体
)
　
に
よ
る
偏
在
-

前
節
ま
で
に
取
り
上
げ
た
事
象
は
、
本
文
に
対
応
す
る
用
字
が
存
す
る
実
字
訓
の
敬

語
動
詞
と
、
本
文
に
は
対
応
す
る
用
字
が
認
め
ら
れ
な
い
、
読
添
語
の
補
助
動
詞
「
タ

二
四

マ
フ
」
と
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
と
で
あ
っ
た
。
本
節
に
は
、
更
に
、
事
象
を
拡
大
し
て
分

析
し
、
文
体
(
表
記
体
)
　
の
差
に
よ
る
待
遇
表
現
の
偏
在
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま
た
、

ま
ず
、
仮
に
、
漢
文
体
(
変
体
漢
文
を
含
む
)
　
と
い
う
表
記
体
に
対
し
て
、
片
仮
名
交

じ
り
文
体
と
い
う
表
記
体
の
範
疇
を
設
定
し
て
二
項
の
対
立
と
し
て
捉
え
る
と
こ
ろ
か

ら
論
を
進
め
る
。

取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
事
象
は
、
原
文
の
用
字
に
基
づ
く
事
象
で
あ
る
。
本
資
料
中

に
は
、
原
文
に
、
「
給
」
や
、
「
奉
」
字
が
存
し
て
、
こ
の
訓
読
語
と
し
て
補
助
動
詞
が

出
現
す
る
場
合
が
存
す
る
。
以
下
に
は
、
こ
の
事
象
に
焦
点
を
当
て
て
記
述
、
考
察
し

て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

読
添
語
以
外
の
原
文
の
実
字
の
訓
と
し
て
現
れ
る
尊
敬
の
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
は
、

次
の
よ
う
に
出
現
す
る
。

し

輿
葉
上
(
退
)
こ
坐
シ
紺
叫
リ
・
(
巻
第
一
・
阿
弥
陀
法
、
片
仮
名
交
じ
り
文
、
興
然
伝
)

の

5
7
、
八
葉
ノ
如
来
顧
レ
紺
列
ナ
リ
[
也
]
。
(
巻
第
一
・
阿
弥
陀
法
、
片
仮
名
交
じ
り
文
、

興
然
伝
)

輿
大
日
貿
生
尊
ノ
三
摩
地
こ
入
り
呵
ヨ
ー
カ
故
ニ
(
巻
第
十
九
・
後
七
日
、
片
仮

名
交
じ
り
文
)

右
の
如
く
、
「
如
来
」
を
主
語
と
し
た
文
脈
に
現
れ
、
日
本
語
の
尊
敬
の
補
助
動
詞
と
し
て
、

読
添
語
の
場
合
と
同
様
の
条
件
で
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
右
の
場
合
、
こ
の
「
給
」

字
が
原
文
に
表
記
さ
れ
て
、
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
が
現
れ
る
の
は
、
片
仮
名
交
じ
り

文
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
即
ち
、
読
添
語
に
お
け
る
尊
敬
の
「
タ

マ
フ
」
　
は
、
漢
文
(
変
体
漢
文
を
含
む
)
　
部
分
の
訓
読
語
と
し
て
現
れ
る
が
、
前
に
も

論
じ
た
如
く
、
出
現
、
非
出
現
は
、
訓
読
語
の
訓
読
基
調
の
重
合
し
た
と
こ
ろ
に
成
立

し
た
基
調
で
、
あ
る
意
味
、
任
意
で
あ
っ
た
。
こ
の
片
仮
名
交
じ
り
文
に
現
れ
る
「
給
」
は
、

右
の
「
如
来
」
　
の
待
遇
に
現
れ
る
他
に
、

5
開
、
慶
雅
闇
梨
云
　
越
前
阿
閻
梨
、
知
足
院
の
入
道
殿
御
祈
ニ
・
瞑
院
殿
ニ
テ
・
此

ノ
法
(
返
)
ヲ
行
ナ
ハ
令
(
判
コ
呵
(
ふ
)
・
亥
ノ
時
二
御
所
ヲ
廻
(
り
)
紺
.
司
・



共
(
の
)
時
御
供
二
個
(
ひ
)
キ
云
々
(
巻
第
六
・
文
殊
鎮
家
法
、
片
仮
名
交
じ
り
文
)

6
0
、
讃
岐
院
ノ
御
時
・
法
務
御
房
之
(
望
ヲ
修
七
訂
。
(
巻
第
八
・
千
手
法
・

加
持
物
観
、
片
仮
名
交
じ
り
文
)

引
、
或
人
云
・
仁
和
寺
大
御
室
ノ
[
之
]
帯
(
退
)
ヲ
加
-
持
七
倒
刃
呵
d
盟
l
ケ
ル

時
キ
・
加
持
了
テ
返
l
遺
ケ
ル
ニ
・
小
・
松
(
返
)
ヲ
帥
キ
テ
相
妄
七
倒
」
融
「
細

司
タ
リ
ケ
リ
二
五
々
(
巻
第
十
八
・
妊
者
帯
加
持
作
法
、
片
仮
名
交
じ
り
文
)

輿
是
(
れ
)
成
尊
僧
都
ノ
[
之
]
御
堂
悌
ノ
御
光
二
金
剛
界
ノ
種
子
ヲ
書
(
き
)

紺
ヒ
シ
疇
ノ
事
也
。
(
巻
第
二
十
二
・
両
界
供
養
作
法
、
片
仮
名
交
じ
り
文
、

醍
醐
定
賢
法
務
伝
)

な
ど
を
始
め
と
し
て
、
片
仮
名
交
じ
り
文
中
に
、
本
文
の
用
字
「
給
」
と
共
に
、
換
言

す
れ
ば
、
「
給
」
　
の
用
字
の
制
約
の
下
に
現
れ
る
。
こ
の
片
仮
名
交
じ
り
文
に
は
、
右
の

挙
例
に
、
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
り
な
が
ら
、
平
仮
名
で
表
記
(
ヲ
コ
ト
点
で
あ
る
こ

と
を
示
す
)
し
た
部
分
が
あ
る
様
に
、
東
大
寺
点
の
加
点
が
存
す
る
こ
と
が
興
味
を
引
く
。

広
く
は
、
〝
訓
読
資
料
″
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
の
片
仮

名
交
じ
り
文
部
分
は
、
所
謂
、
読
み
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
が
、
本
文

中
に
表
記
さ
れ
た
「
給
」
　
に
即
応
し
て
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
　
の
語
が
出
現
す
る
。
漢

文
(
変
体
漢
文
部
分
を
含
む
)
と
片
仮
名
交
じ
り
文
部
分
と
に
お
い
て
も
、
文
体
(
表
記
体
)

の
違
い
に
よ
っ
て
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
が
偏
在
す
る
。
漢
文
(
変
体
漢
文
部
分
を
含
む
)

に
お
け
る
場
合
は
、
必
ず
し
も
原
文
の
本
文
用
字
が
読
み
下
し
文
を
規
制
す
る
こ
と
は

任
意
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
が
　
ー
　
た
だ
し
、
後
に
触
れ
る
が
、
変
体
漢
文
の
場
合
、

本
文
中
に
「
給
」
　
の
用
字
が
存
す
る
場
合
が
あ
る
　
-
　
片
仮
名
交
じ
り
文
の
場
合
は
、

原
文
の
用
字
「
給
」
と
、
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
　
の
出
現
と
は
、
言
語
表
現
の
基
盤
と

し
て
は
、
一
対
一
対
応
と
捉
え
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
両
文
体
(
両
表
記
体
)
に
よ
っ

て
、
共
に
　
〝
訓
読
語
″
　
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
右
の
例
文
に
観
察
さ
れ
る
文
章
の
内
容
は
、
口
伝
の
類
の
記
載
と
思
し
く
、

話
題
は
、
本
朝
に
お
け
る
も
の
で
、
説
話
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
伝

受
煩
集
抄
全
体
を
見
渡
し
た
時
、
こ
の
本
朝
に
関
す
る
内
容
の
片
仮
名
交
じ
り
文
は
、

特
に
、
作
法
部
、
印
信
・
血
脈
部
で
あ
る
巻
第
十
八
以
降
に
顕
著
で
、
巻
々
に
よ
る
偏

在
傾
向
も
見
せ
て
い
る
。

こ
の
片
仮
名
交
じ
り
文
の
部
分
は
、
前
に
取
り
上
げ
た
漢
文
体
の
訓
読
語
に
、
敬
語

動
詞
や
読
添
語
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
敬
語
表
現
に
比
べ
て
、
多
様
な
様
相
を
示
す
と
帰

納
さ
れ
る
。
即
ち
、
前
の
漢
文
体
に
お
け
る
敬
語
表
現
は
、
敬
語
動
詞
と
読
添
え
の
敬

語
補
助
動
詞
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
が
、
片
仮
名
交
じ
り
文
部
分
で
は
、
表
現
の

多
様
さ
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
補
助
動
詞
「
タ
マ
フ
」
　
に
つ
い
て
は
、
右
に
例
を

掲
げ
た
が
、
漢
文
体
の
訓
読
語
に
も
読
添
語
と
し
て
現
れ
た
、
謙
譲
の
補
助
動
詞
「
タ

テ
マ
ツ
ル
」
が
出
現
す
る
。

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

閃
、
然
-
後
こ
[
於
]
五
古
ヲ
両
手
(
返
)
ぶ
棒
(
け
)
袖
ハ
中
(
返
)
ユ
於
て
額
(
返
)

に

　

　

か

　

　

　

　

　

　

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

こ
富
ル
カ
如
ク
シ
テ
少
シ
頭
(
返
)
フ
磁
ゲ
目
(
近
)
ヲ
閏
(
し
)
テ
南
部
ノ
諸
等
・

を

井
(
せ
て
)
本
尊
界
合
ヲ
観
-
念
シ
司
叫
。
(
巻
第
二
十
二
・
東
寺
事
等
・
御

斉
会
之
間
後
七
日
御
修
法
井
御
薬
加
持
事
、
片
仮
名
交
じ
り
文
、
勝
覚
権
僧

正
伝
賢
覚
法
眼
記
)

糾
、
建
永
元
年
(
一
二
〇
六
)
十
月
廿
三
日
奉
受
印
信

其
(
の
)
作
法
・
東
御
房
道
場
西
二
向
フ
・
中
埴
二
両
界
ヲ
拉
(
へ
)
テ
懸
(
返
)

(
け
)
彗
司
l
、
テ
・
彿
供
四
杯
ヲ
拉
-
居
(
ふ
)
・
大
土
器
一
界
二
二
杯
ッ
、
也
。

燈
明
二
燈
。
又
北
壁
二
大
師
ヲ
懸
(
返
)
劃
l
l
司
「
l
テ
悌
供
二
杯
・
燈
明
二
、
。
(
巻

第
二
十
五
二
紙
記
、
片
仮
名
交
じ
り
文
)

の
例
が
あ
っ
て
、
原
文
に
「
奉
」
字
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
先
掲
の
例
5
9
な
ど
で
は
、

補
助
動
詞
「
候
」
な
ど
も
出
現
し
、
敬
語
補
助
動
詞
の
多
様
さ
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
他
に
、
片
仮
名
交
じ
り
文
に
は
、
助
動
詞
に
よ
る
敬
語
表
現
も
認
め
ら
れ
、

防
、
理
明
房
阿
闇
梨
御
房
ハ
中
指
ヲ
貿
形
ニ
シ
テ
徐
ノ
四
指
モ
皆
貿
ト
親
シ
テ
五
部
塔
印

ト
習
(
ふ
)
ト
仰
(
せ
)
槻
観
本
報
諸
(
巻
第
二
十
五
・
建
保
五
年
(
三
一
七
)

六
月
八
日
借
受
日
記
・
五
部
塔
印
事
、
片
仮
名
交
じ
り
文
)二

五



∵
、
:
　
l
二
「
ご
霊
∴
一
.
L
昌
㌣
)
、
助
渠
詞
「
ラ
ル
」
が
現
れ
る
。
ま
た
、
例
6
5
に
は
、
接

こ
∵
完
長
川
い
た
待
遇
表
現
も
確
認
さ
れ
る
。
助
動
詞
に
よ
る
尊
敬
表
現
と
し
て
は
、
先

の
例
5
9
か
ら
例
6
1
ま
で
に
現
れ
る
「
シ
ム
　
(
令
)
」
も
、
指
摘
さ
れ
よ
う
。
接
頭
語
に
開

し
て
、

墾
讃
岐
院
皇
嘉
門
院
(
返
)
(
の
)
邦
賊
(
に
)
不
-
和
ノ
[
之
]
時
也
(
巻
第
八
・

千
手
法
・
加
持
物
観
、
片
仮
名
交
じ
り
文
)

6
7
、
祇
園
女
御
・
院
(
返
)
(
の
)
部
鄭
こ
不
-
和
ノ
[
之
]
時
・
之
ヲ
修
(
せ
)
令
(
む
)
。

云
々
(
巻
第
八
・
千
手
法
・
同
敬
愛
秘
事
、
片
仮
名
交
じ
り
文
)

の
如
き
例
は
、
漢
字
ば
か
り
が
羅
列
さ
れ
た
変
体
漢
文
部
分
に
も
、
「
奉
鵠
」
の
文
字
列

で
出
現
し
、

輿
安
元
二
年
(
一
一
七
六
二
ハ
月
廿
三
日
(
近
)
自
(
り
)
建
春
門
女
院
ハ
軋
イ

響
返
)
ノ
邦
鄭
二
五
大
虚
空
蔵
ノ
法
(
返
〉
ヲ
始
-
行
や
城
山
月
日
記
。
(
巻
第

十
九
・
五
大
虚
空
蔵
法
)

の
如
く
認
め
ら
れ
る
。
片
仮
名
交
じ
り
文
で
は
、
原
文
中
に
、
接
頭
語
「
御
」
字
の
有

る
場
合
も
存
し
て
、

6
?
抑
(
も
)
南
殿
(
退
去
於
(
い
)
テ
ハ
東
二
立
(
ち
)
テ
作
法
,
是
レ
清
涼

て

は

　

に

　

　

　

　

て

　

　

　

　

れ

殿
ハ
捌
怖
部
ノ
時
ハ
・
南
殿
(
返
〉
(
に
)
於
(
い
て
)
此
ノ
事
有
(
り
)
之
こ

の

　

　

　

　

　

　

　

に

依
(
り
)
御
衣
(
退
)
ヲ
置
(
く
)
也
。
(
巻
第
二
十
二
・
東
寺
事
等
・
御
斉
会

之
問
後
七
日
御
修
法
井
御
薬
加
持
事
、
片
仮
名
交
じ
り
文
、
勝
覚
権
僧
正
伝

賢
覚
法
眼
記
)

の
例
が
あ
る
。
こ
う
し
た
片
仮
名
交
じ
り
文
の
部
分
に
お
い
て
は
、
読
添
え
の
敬
語
は

出
現
し
な
い
。
先
に
検
討
し
た
漢
文
部
分
で
、
読
添
え
の
敬
語
の
存
す
る
表
記
体
で
あ

る
漢
文
体
で
は
、
敬
語
補
助
動
詞
は
、
読
添
え
に
よ
っ
て
捕
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
漢

文
部
分
の
訓
読
語
と
片
仮
名
交
じ
り
文
と
の
対
比
で
は
、
片
仮
名
交
じ
り
文
に
お
け
る

待
遇
表
現
が
多
様
で
、
片
仮
名
交
じ
り
文
に
偏
在
が
有
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
論
述
は
、
漢
文
体
と
片
仮
名
交
じ
り
文
体
と
の
典
型
的
範
疇
を
仮
設
し
、
二

二
六

項
対
立
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
前
提
に
行
っ
て
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
例
6
8

に
掲
げ
た
変
体
漢
文
と
思
し
き
部
分
で
あ
る
。
漢
文
体
に
属
す
る
も
の
で
、
こ
の
例
が

例
外
と
な
る
。
こ
の
例
外
の
部
分
に
も
、
原
文
に
用
字
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
敬

語
表
現
が
現
れ
る
。
仮
に
設
定
し
て
み
た
漢
文
体
と
言
っ
て
も
、
本
資
料
に
お
け
る
漢

文
は
、
漢
文
体
の
中
で
、
用
字
面
を
中
心
に
し
て
、
差
が
現
れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
の

点
に
つ
い
て
、
改
め
て
、
次
節
に
取
り
上
げ
て
み
る
。

七
、
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
抄
に
お
け
る
敬
語
の
偏
在
(
三
)

-
漢
文
体
(
用
字
)
　
の
差
に
よ
る
偏
在
-

第
六
節
に
お
い
て
は
、
専
ら
、
片
仮
名
交
じ
り
文
の
側
に
視
点
を
置
い
て
、
敬
語
表

現
の
出
現
に
つ
い
て
整
理
し
、
そ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
漢
文
の
訓
読
文
に
お
け
る
敬

語
の
出
現
に
比
較
し
た
違
い
は
、
原
文
の
用
字
と
の
直
接
的
な
関
係
で
出
現
す
る
も
の

で
、
加
え
て
、
多
様
な
敬
語
表
現
が
偏
在
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
漢
文

体
の
訓
読
語
の
待
遇
表
現
体
系
と
は
異
な
っ
た
基
調
を
示
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
で

き
る
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
を
確
認
し
て
き
た
。
以
上
に
は
、
漢
文
体
対
片
仮
名
交
じ
り

文
体
と
し
た
見
地
か
ら
分
析
を
行
っ
て
き
た
が
、
当
該
資
料
を
通
覧
す
る
と
、
実
は
、

以
下
に
掲
げ
る
よ
う
な
漢
字
の
羅
列
で
あ
る
漢
文
体
に
属
す
る
表
記
体
に
も
、
原
文
に

「
給
」
や
「
奉
」
が
現
れ
て
、
待
遇
表
現
を
担
っ
た
例
が
知
ら
れ
る
。

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

カ

リ

7
0
、
常
暁
・
大
唐
〈
退
〉
こ
於
テ
此
ノ
法
ヲ
受
ケ
シ
日
ソ
十
五
六
歳
許
ノ
童
子
二
人
・

ヒ

相
ヒ
障
-
遂
シ
テ
蹄
朝
ノ
[
之
]
後
・
本
尊
ノ
像
〈
這
〉
ヲ
恩
-
煩
(
ひ
)
　
テ
愁

歎
ノ
気
頻
リ
ニ
見
〈
近
)
へ
令
メ
紺
列
。
之
二
依
(
り
て
)
一
人
(
の
)
童
子

申
(
し
)
テ
言
ク
・
例
(
返
〉
ナ
ラ
不
見
(
退
)
令
(
め
)
紺
列
・
何
事
(
返
)
ヲ
思
l
=

l

し

「

l

l

l

　

ヤ

食
ス
ソ
哉
ト
間
ヒ
奉
l
刈
。
愛
(
に
)
常
暁
答
(
へ
て
)
言
ク
・
大
唐
勢
盛
等

ノ
太
元
ノ
像
卦
金
銅
ノ
像
ナ
リ
[
也
]
。
模
(
返
)
シ
司
瑚
可
キ
様
(
近
)
無
(
し
)

ヘ
ト

法
(
退
〉
ヲ
侍
(
へ
む
)
ト
瑾
モ
本
尊
像
(
の
)
事
〈
退
)
ヲ
思
-
惟
ス
ル
也
。
云
々

(
巻
第
十
二
・
太
元
法
外
作
法
事
)



7
1
、
大
施
主
殿
下
・
現
世
安
穏
ニ
シ
テ
・
百
年
(
の
〓
之
]
苧
撃
退
〉
ヲ
鶴
チ

過
去
幽
霞
二
郡
率
(
退
)
二
往
生
シ
テ
千
葉
ノ
蓮
隻
返
)
ニ
凱
リ
畔
オ
フ
ム
都

力欺
・
(
巻
第
十
八
・
始
仏
作
法
・
表
白
)

異
動
修
寺
寛
-
行
(
ひ
)
紺
q
シ
こ
ハ
伴
僧
十
二
人
ナ
リ
。
(
巻
第
二
十
「
如
法
尊
、

輿
然
伝
)

こ
れ
ら
の
用
例
は
、
漢
字
ば
か
り
が
連
ね
ら
れ
た
漢
文
と
評
価
さ
れ
る
文
章
の
一
部
で
、

こ
れ
に
訓
点
が
加
え
ら
れ
た
例
の
読
み
下
し
文
で
あ
る
。
循
環
論
に
陥
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
れ
ら
の
敬
語
表
現
が
、
原
文
中
の
文
字
と
し
て

出
現
す
る
の
は
、
変
体
漢
文
と
判
断
さ
れ
る
文
体
(
表
記
体
)
　
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら

れ
よ
う
。窄

十
四
日
夜
景
甑
撃
退
〉
従
(
り
)
入
(
返
〉
ラ
令
(
め
)
紺
乃
今
日
中サ

ル

ー

　

　

　

　

る

　

　

　

の

　

　

　

に

ノ
剋
許
ヨ
リ
雪
降
ル
・
成
ノ
三
剋
こ
参
内
。
畢
一
一
一
日
院
(
近
)
従
(
り
)
御
母
〈
近
)

の

こ
乗
(
り
)
・
中
ノ
御
門
(
退
)
ヲ
出
テ
令
メ
紺
刊
。
(
巻
第
二
十
二
・
東
寺
事
等
・

御
斉
会
之
問
後
七
日
御
修
法
井
御
薬
加
持
事
、
片
仮
名
交
じ
り
文
、
勝
覚
権

僧
正
伝
賢
覚
法
眼
記
)

右
の
用
例
は
、
文
章
中
に
傍
線
部
の
如
く
格
助
詞
「
ヨ
リ
」
が
本
行
右
寄
せ
小
書
き
で

記
さ
れ
た
り
、
一
連
の
文
章
の
他
の
個
所
で
は
、
格
助
詞
「
こ
」
や
接
続
助
詞
「
テ
」

が
同
様
の
小
書
き
に
さ
れ
て
本
行
右
寄
り
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
は
、

片
仮
名
交
じ
り
文
と
定
義
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
概
ね
は
、
漢
字
の
羅
列
で
、
右
の
挙

例
部
分
な
ど
は
、
記
録
体
に
通
ず
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
片
仮
名
交
じ
り
文
の
成
立

に
つ
い
て
は
、
春
日
政
治
博
士
以
来
、
種
々
に
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
変
体

漢
文
と
片
仮
名
交
じ
り
文
と
の
連
続
性
、
即
ち
、
本
資
料
の
場
合
、
厳
密
に
は
鎌
倉
時

代
ま
で
時
代
が
降
る
資
料
で
あ
る
が
、
片
仮
名
交
じ
り
文
の
出
自
の
一
つ
と
し
て
、
変

体
漢
文
を
想
定
す
る
論
の
妥
当
性
を
証
し
う
る
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、

時
代
の
降
る
資
料
で
は
あ
る
が
、
こ
の
漠
文
体
に
東
大
寺
点
の
加
点
が
存
す
る
こ
と
で
、

将
門
記
や
往
来
な
ど
に
加
え
て
、
変
体
漢
文
を
訓
読
し
た
資
料
と
し
て
、
有
益
な
も
の

と
判
断
さ
れ
る
。

本
資
料
に
お
け
る
片
仮
名
交
じ
り
文
と
変
体
漢
文
と
の
連
続
性
は
、
以
下
の
例
で
も

知
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
変
体
漢
文
体
の
、
片
仮
名
交
じ
り
文
に
通
じ
る
待
遇
表

現
法
の
多
様
さ
で
あ
る
。

ま
ず
、
原
漢
文
に
お
け
る
補
助
動
詞
に
対
応
す
る
用
字
が
認
め
ら
れ
る
。
変
体
漢
文

に
お
け
る
「
給
」
　
の
用
字
に
関
し
て
は
、
右
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
謙
譲
の
補

助
動
詞
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
も
、
「
奉
」
字
と
し
て
出
現
す
る
。

を

　

し

て

　

　

　

　

　

り

ソ

賢
次
(
に
)
悌
師
・
形
像
ヲ
書
シ
テ
即
(
ち
)
造
-
始
メ
司
1
1
司
。
(
巻
第

十
八
・
新
仏
始
事
)

を

乃
、
次
(
に
)
悌
師
・
撃
退
)
か
取
(
り
)
テ
之
ヲ
刻
姑
メ
司
刈
。
(
同
右
)

7
6
、
大
日
如
来
法
身
三
昧
印
形
法
身
泥
塔
・
玉
眼
具
-
足
(
退
)
セ
令
メ
司
ラ
ー
ム
　
五

メ

字
ノ
功
徳
・
円
満
(
退
)
セ
令
メ
笥
ム
力
感
こ
悌
眼
ノ
眞
言
・
大
日
明
。
(
巻

第
二
十
二
・
泥
塔
供
養
作
法
)

7
7
、
信
心
大
施
主
殿
下
・
数
万
燈
六
撃
退
〉
(
を
)
聖
去
〉
-
備
シ
テ
観
音
ノ
翌
剛
こ

ヒ

供
シ
剖
勅
(
巻
第
二
十
三
・
御
明
導
師
作
法
・
表
白
)

な
ど
、
漢
字
ば
か
り
羅
列
さ
れ
た
部
分
に
原
文
の
用
字
と
し
て
「
奉
」
が
用
い
ら
れ
、
「
タ

テ
マ
ツ
ル
」
が
現
れ
る
。
例
7
7
に
は
、
傍
訓
に
接
頭
語
「
ミ
」
　
の
出
現
も
確
認
さ
れ
る
。

第
三
節
以
下
で
問
題
に
し
た
読
添
語
の
「
タ
マ
フ
」
や
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
　
は
、
尊
法
の

構
成
部
分
で
あ
る
「
道
場
観
」
や
「
入
我
我
人
観
」
　
に
お
い
て
、
読
添
語
と
し
て
多
出

す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
際
は
、
原
文
の
漢
文
に
用
字
と
し
て
対
応
す
る
漢
字

が
現
れ
る
こ
と
が
無
く
、
読
添
語
と
し
て
訓
読
語
に
現
れ
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
実
は
、
同
じ
く
「
入
我
我
人
観
」
　
で
あ
っ
て
も
、
本
文
に
「
奉
」
字
が
存
し
て
、

補
助
動
詞
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
が
現
れ
る
例
が
あ
る
。

閥
、
我
レ
本
尊
ノ
身
近
ェ
入
(
り
)
テ
本
尊
ぶ
甲
依
い
予
瑚
(
巻
第
六
・
一

撃
文
殊
法
・
入
我
我
人
観
、
興
然
伝
)

か
ー

7
9
、
我
(
か
)
身
自
-
従
ノ
脊
層
尋
ヲ
率
シ
テ
本
尊
(
の
)
身
重
二
人
(
り
て
)

二
七



即
(
ち
)
功
徳
法
身
こ
甲
依
、
冠
「
瑚
(
巻
第
九
・
如
意
輪
法
人
我
我
人
観
)

の

8
9
我
か
身
自
-
従
ノ
脊
屈
(
退
)
"
率
い
か
本
尊
ノ
身
這
〉
ぶ
入
(
り
て
)
即
(
ち
)

功
徳
法
身
封
甲
依
軍
l
勅
。
(
巻
第
九
.
七
星
如
意
輪
法
.
入
我
我
人
観
、

寛
信
伝
)

里
十
二
神
・
井
こ
八
大
童
子
等
ノ
啓
層
(
返
)
ヲ
引
壷
シ
テ
本
尊
小
身
〈
返
)
ぶ
入
(
り
)

て
法
身
(
返
こ
甲
依
奪
瑚
(
巻
第
十
一
,
大
威
徳
転
法
輪
法
,
入
我

我
人
観
、
実
任
伝
)

な
ど
の
例
で
、
先
の
読
添
語
と
し
て
現
れ
る
補
助
動
詞
の
延
長
線
上
に
、
原
漢
文
で
表

記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
把
捉
で
き
よ
う
。
即
ち
、
本
資
料
に
は
、
儀
軌
類
を
引
用
し

た
中
国
漢
文
部
分
と
、
そ
れ
に
準
ず
る
「
道
場
観
」
や
「
入
我
我
人
観
」
　
に
代
表
さ
れ

る
漢
文
体
の
部
分
、
さ
ら
に
、
同
じ
く
「
入
我
我
人
観
」
　
で
、
漢
字
ば
か
り
の
漢
文
体

で
は
あ
る
が
、
変
体
漢
文
的
な
用
字
が
出
現
す
る
部
分
を
、
連
続
的
に
捉
え
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

変
体
漢
文
の
範
疇
に
入
る
と
思
し
き
文
章
に
は
、
右
の
敬
語
補
助
動
詞
の
出
現
以
外

に
、

紀
、
嘉
承
三
年
(
二
〇
八
)
七
月
廿
二
日
庚
午
[
干
]
今
日
(
返
)
自
(
り
)
成

就
院
大
僧
都
・
仁
壽
殿
〈
返
〉
(
に
)
於
(
て
)
遷
宮
御
修
法
(
を
)
修
(
せ
)

瑚
l
l
司
。
(
巻
第
二
十
三
・
遷
宮
修
法
、
寛
助
大
僧
正
記
)

墾
但
(
し
)
先
師
法
務
・
二
長
者
ハ
御
嘲
・
件
(
の
)
俳
・
修
壷
〈
返
〉
ノ
乱
二

勒
修
寺
へ
渡
シ
覇
テ
マ
ツ
被
ル
。
(
巻
第
十
九
・
十
八
日
観
音
供
・
私
云
)

単
、
建
久
年
中
東
寺
修
理
ノ
[
之
]
問
・
講
堂
ノ
御
倒
同
ク
之
ヲ
修
理
。
件
ノ
醐

側
倒
ノ
髪
-
際
こ
鋼
ノ
簡
・
悌
舎
利
二
粒
(
返
)
ヲ
入
レ
司
テ
之
ヲ
籠
(
め
)

視
l
l
司
。
(
巻
第
二
十
二
・
東
寺
講
堂
仏
被
籠
真
言
日
記
)

梵

輿
大
僧
都
慮
-
終
-
焉
ノ
[
之
]
剋
・
臥
〈
返
〉
(
し
)
乍
(
ら
)
授
(
返
〉
(
け
)
國
d
q

(
密
磯
潤
)

紺
」
望
l
了
(
り
ぬ
)
云
々
(
巻
第
二
十
四
・
良
勝
阿
闇
梨
秘
り
書
丁
)

墾
済
信
大
僧
正
・
譜
濯
頂
ヲ
[
於
]
大
御
室
〈
返
)
こ
授
(
け
)
彗
司
l
、
[
之
]

二
八

時
・
大
僧
正
当
司
l
l
捌
テ
云
(
く
)
・
(
巻
第
二
十
五
・
広
沢
流
不
授
潅
頂

印
信
文
事
、
行
延
記
)

な
ど
の
例
が
確
認
さ
れ
る
。
補
助
動
詞
「
奉
」
「
給
」
の
表
記
も
確
認
さ
れ
る
が
、
「
被
」
字
は
、

尊
敬
の
助
動
詞
を
表
記
し
た
も
の
と
思
し
く
、
相
対
的
な
評
価
で
は
あ
る
が
、
正
格
漢

文
体
寄
り
に
成
れ
ば
、
助
動
詞
に
よ
る
待
遇
表
現
は
出
現
し
な
く
な
り
、
偏
在
傾
向
を

見
せ
る
。

ま
た
、
接
頭
語
に
よ
る
待
遇
表
現
も
兄
い
だ
せ
る
。

輿
延
喜
廿
年
(
九
二
〇
)
八
月
六
日
・
般
若
寺
ノ
僧
都
ノ
伽
l
凹
側
ニ
・
醍
醐
山
創
刊

月
・
件
ハ
日
夜
(
返
)
ぶ
入
(
り
て
)
到
認
(
退
)
有
り
其
ノ
次
尋
(
ね
)
嘲

刈
。
(
巻
第
十
九
・
後
七
日
酉
酉
、
寛
空
伝
)

の

輿
同
七
日
般
若
寺
へ
御
凋
嘲
・
同
九
日
剣
山
・
尚
ヲ
前
ノ
事
間
(
ひ
)
嘲
刈
(
同
右
)

輿
右
宮
僧
正
醐
刃
減
者
治
暦
元
年
二
〇
六
五
)
也
。
(
巻
第
二
十
四
・
諸
家
汀

如
六
帖
)

な
ど
を
始
め
と
し
た
例
で
あ
る
。
更
に
、
例
8
7
・
8
8
に
は
、
補
助
動
詞
「
申
」
な
ど
も
現
れ
て
、

敬
語
表
現
の
多
様
性
を
示
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
変
体
漢
文
に
認
め
ら
れ
る
敬
語
表
現
の
多
様
さ
は
、
先
に
整
理
し
た
片
仮
名
交

じ
り
文
の
敬
語
表
現
の
多
様
さ
に
通
じ
る
も
の
で
、
敬
語
動
詞
に
よ
る
敬
語
表
現
は
元

よ
り
、
原
文
に
漢
字
表
記
さ
れ
た
補
助
動
詞
、
助
動
詞
、
接
頭
語
な
ど
、
本
資
料
に
お

け
る
片
仮
名
交
じ
り
文
と
同
じ
基
調
に
あ
る
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

こ
れ
ま
で
本
稿
に
お
い
て
、
仮
に
頼
っ
て
論
じ
て
き
た
、
正
格
漢
文
・
変
体
漢
文
・

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

片
仮
名
交
じ
り
文
と
い
う
三
つ
の
文
体
範
疇
に
関
し
て
、
研
究
者
各
々
の
研
究
の
立
場

に
よ
っ
て
、
本
資
料
の
分
析
に
、
こ
の
三
範
疇
が
設
定
さ
れ
、
比
較
分
析
、
考
察
さ
れ

る
こ
と
は
、
当
然
あ
り
う
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
研
究
の
方
向
性
や
有
り
様
を
否
定
す

る
積
も
り
は
な
い
し
、
ま
た
、
有
益
な
方
法
で
、
言
語
実
態
の
腑
分
け
で
の
成
果
も
期

待
さ
れ
よ
う
。
或
い
は
、
別
の
観
点
か
ら
は
、
時
代
の
屑
や
各
尊
法
の
伝
流
に
関
わ
る
個
々

人
を
峻
別
し
て
、
伝
受
煩
集
抄
の
言
語
の
複
層
性
(
類
集
的
性
格
の
内
実
)
　
を
解
明
す



ベ
く
、
本
資
料
を
分
析
し
て
み
る
こ
と
も
、
一
つ
の
重
要
な
日
本
語
史
研
究
の
あ
り
方

で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
に
苗
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
待
遇
表
現
と
い
う
尺
度
か
ら
は
、
実
は
、
諸
々
の
研

究
視
点
の
内
、
右
の
三
文
体
範
疇
の
設
定
は
、
各
文
体
範
疇
の
典
型
を
仮
定
し
、
解
析

し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
、
本
資
料
の
分
析
に
と
っ
て
は
、
既
成
の
観
念
が
先
行
し
た
区

分
・
分
類
で
し
か
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
具
体
的
な
分
析
を
行
お
う
と
す
る
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
仮
設
し
た
文
体
範
疇
の
具
体
的
な
外
延
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、

各
々
を
成
然
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
伝
受
煩
集
抄
の
史
料
的
評
価
に
と
っ
て
は
、

必
ず
し
も
意
味
を
な
さ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

単
純
に
過
ぎ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
極
め
て
粗
っ
ぼ
く
模
式
的
に
整
理
す
れ
ば
、
正

格
漢
文
体
と
片
仮
名
交
じ
り
文
体
と
を
両
極
と
し
た
数
直
線
の
間
に
、
変
体
漢
文
体
が

位
置
し
て
、
そ
の
変
体
漢
文
の
和
化
の
皮
合
い
に
従
っ
て
、
正
格
漢
文
体
か
ら
片
仮
名

交
じ
り
文
体
の
間
に
、
し
か
も
、
正
格
漢
文
体
、
片
仮
名
交
じ
り
文
体
の
範
疇
と
重
な

り
合
い
な
が
ら
、
連
続
的
に
分
布
す
る
よ
う
な
像
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

即
ち
、
連
続
的
で
、
間
断
や
極
度
の
落
差
の
な
い
数
直
線
上
で
の
変
体
漢
文
体
に
お

け
る
敬
語
表
現
の
偏
在
は
、
片
仮
名
交
じ
り
文
体
側
に
寄
れ
ば
寄
る
ほ
ど
多
様
な
表
現

が
現
れ
て
、
濃
淡
の
段
階
的
な
推
移
以
て
片
仮
名
交
じ
り
文
体
の
待
遇
表
現
法
の
体
系

に
近
づ
い
て
い
く
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

お
わ
h
ソ
に

こ
れ
ま
で
に
、
待
遇
表
現
の
偏
在
を
視
点
に
論
じ
て
き
た
こ
と
を
纏
め
て
お
く
。

本
稿
の
検
討
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
高
山
寺
蔵
伝
受
煩
集
抄
は
、
極
め
て
大
雑
把

な
捉
え
方
と
し
て
は
、
諸
種
の
性
格
の
言
語
資
料
の
集
合
体
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
許

さ
れ
よ
う
。
即
ち
、
一
つ
の
視
点
か
ら
は
、
儀
軌
な
ど
の
引
用
部
分
に
お
け
る
中
国
漢
文
、

本
邦
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
漢
字
ば
か
り
の
日
本
漢
文
(
変
体
漢
文
体
を
主
と
す
る
も

の
)
、
片
仮
名
交
じ
り
文
な
ど
の
文
体
(
表
記
体
)
が
複
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
別
の
視
点
か
ら
は
、
諸
師
の
口
伝
、
作
法
の
類
集
で
、
出
自
と
な
る
時
代
、

ま
た
、
言
語
主
体
の
異
な
り
な
ど
の
言
語
の
違
い
を
内
包
し
た
資
料
で
あ
る
と
見
る
こ

と
も
で
き
る
。
こ
の
内
、
時
代
的
な
観
点
か
ら
の
問
題
、
ま
た
、
言
語
主
体
の
異
な
り

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
課
題
と
し
て
後
に
託
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ

の
範
疇
の
外
延
は
明
確
な
も
の
で
、
実
態
解
明
に
は
、
言
語
量
の
面
か
ら
も
、
方
法
的

な
工
夫
に
よ
っ
て
、
実
証
的
に
検
討
す
る
道
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
待
遇
表
現
偏
在
の
状
況
を
、
正
格
漢
文
・
変
体
漢
文
・
片
仮
名
交
じ
り
文

の
三
文
体
の
典
型
を
想
定
、
仮
設
し
て
、
そ
の
文
体
差
か
ら
説
明
し
よ
う
と
試
み
る
こ

と
か
ら
始
め
た
。
し
か
し
、
個
別
個
別
の
尊
法
、
ま
た
、
更
に
、
一
尊
法
の
中
の
諸
条

項
を
具
体
的
に
捉
え
た
場
合
、
本
資
料
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
文
体
を
別
々
の
言
語

体
系
と
し
て
整
然
と
線
引
き
し
、
区
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
渾
然
と
し
た
連
続
体

と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
理
に
傾
く
嫌
い
が
あ
る
が
、
連
続

的
で
あ
る
以
上
は
、
一
連
の
資
料
体
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
経
弁
に
集

約
す
る
諸
尊
法
の
言
語
は
、
本
稿
に
記
述
し
た
如
く
、
文
体
的
幅
を
有
す
る
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
が
、
一
連
の
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
分
裂
す
る
こ
と
な
く
享
受
、
ま
た
、

表
現
さ
れ
た
と
評
価
し
、
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

築
島
裕
博
士
は
、
平
安
時
代
の
国
語
資
料
の
体
系
を
、
鳥
撤
図
的
に
示
さ
れ
た
こ
と

(
6
)

が
あ
る
。
こ
の
体
系
的
分
類
に
お
い
て
は
、
変
体
漢
文
と
片
仮
名
交
じ
り
文
と
を
、
同

一
の
枠
組
み
で
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
正
格
漢
文
と
変
体
漢
文
と
の
類
同
性
は
、
変
体
漢

文
の
発
生
を
考
え
れ
ば
、
元
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
に
取
り
上
げ
た
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
紗
は
、
鎌
倉
時
代
成
立
の
資
料
で
あ
っ
て
、

平
安
時
代
と
の
年
代
的
な
差
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
本
稿
の
分

析
に
従
っ
て
、
抽
象
的
に
で
は
あ
る
が
、
伝
受
類
集
紗
の
言
語
的
な
性
格
を
評
価
す
れ
ば
、

連
続
的
に
一
体
で
あ
る
資
料
の
日
本
語
的
な
基
調
が
存
す
る
と
想
定
し
て
見
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
過
去
、
今
昔
物
語
集
の
文
体
的
研
究
は
、
今
昔
物
語
集

二
九



の
二
文
体
対
立
、
あ
る
い
は
、
三
文
体
対
立
の
構
造
把
握
を
経
て
、
今
昔
物
語
集
の
一

(
7
)

集
全
体
に
通
底
す
る
言
語
基
調
に
関
し
て
の
論
に
及
ん
だ
。
高
山
寺
蔵
伝
受
類
集
抄
も
、

通
底
す
る
言
語
基
調
の
、
具
体
的
な
文
・
語
レ
ベ
ル
で
の
実
証
・
記
述
が
、
大
き
な
問

題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
事
に
な
ろ
う
。
具
体
的
な
検
討
は
、
或
は
、
鎌
倉
時

代
H
本
語
全
体
を
通
じ
て
の
基
礎
語
彙
と
か
、
基
本
的
構
文
と
か
、
基
本
表
現
と
か
の

指
摘
に
落
ち
着
い
て
仕
舞
う
か
も
知
れ
な
い
が
、
伝
受
類
集
紗
の
場
合
、
文
体
的
な
幅

は
持
ち
つ
つ
も
、
鎌
倉
時
代
語
全
体
の
体
系
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
全
体
系
中
の
部
分
の

実
態
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で
の
検
討
は
、
方
法

論
の
陶
冶
を
目
指
し
っ
つ
、
今
後
の
模
索
課
題
と
す
る
。

本
稿
に
取
り
上
げ
た
伝
受
頬
集
紗
の
よ
う
な
、
見
方
に
依
れ
ば
日
本
語
の
複
合
体
と

把
捉
さ
れ
る
言
語
資
料
は
、
諸
修
法
伝
授
の
場
の
実
状
の
変
化
と
連
動
し
て
、
十
二
世

紀
以
降
に
盛
ん
に
作
り
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
も
、
統
一
的
な

言
語
体
と
し
て
の
視
点
か
ら
、
そ
の
日
本
語
の
有
り
様
を
追
求
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
恐
ら
く
、
こ
う
し
た
複
合
体
的
資
料
の
生
成
は
、
日
本
語
の
変
化
に
資
す
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
筈
で
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
追
求
の
必
要
性
を
切
に
感
じ
る
。

一
般
に
、
和
文
体
、
漢
文
訓
読
文
体
、
変
体
漢
文
体
な
ど
の
文
体
指
標
は
、
待
遇
表

現
だ
け
で
は
な
い
。
本
稿
で
の
検
討
が
、
元
よ
り
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
、
稿
者
の
自

覚
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
右
に
触
れ
た
如
き
観
点
か
ら
の
追
求
の
多
く
を
後
に
残
し
て
、

大
方
の
ご
批
判
を
仰
ぐ
こ
と
と
す
る
。

注

1
、
小
野
随
心
院
に
は
、
第
五
五
函
第
一
号
～
第
二
五
号
と
し
て
、
「
伝
受
類
集
沙
」
二
十
五
巻
を

蔵
す
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
書
写
(
東
大
寺
点
)
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

は
巻
第
三
を
現
蔵
す
る
。
稿
者
は
、
縁
無
く
精
査
の
機
会
を
得
て
い
な
い
。

2
、
宮
澤
俊
雅
「
伝
受
類
集
沙
目
録
し
(
r
昭
和
五
十
九
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究

報
告
論
集
L
、
昭
和
六
十
年
三
月
)
に
は
、
解
説
、
伝
受
鴬
巣
抄
目
録
、
年
表
、
、
修
法
索
引
、

三
〇

人
名
索
引
、
経
弁
年
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

3
、
宮
澤
俊
雅
「
高
山
寺
に
於
け
る
理
明
房
興
然
流
口
決
の
訓
点
の
相
承
に
つ
い
て
」
(
「
訓
点
語

と
訓
点
資
料
L
第
九
十
五
韓
、
平
成
七
年
三
月
)
　
に
お
い
て
は
、
伝
受
煩
集
抄
の
訓
点
が
、

伝
承
さ
れ
る
他
の
折
紙
、
口
決
類
と
比
較
す
る
と
加
点
状
況
が
密
で
あ
る
こ
と
を
実
証
さ
れ
、

伝
受
類
集
紗
へ
の
加
点
は
、
経
弁
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
事
を
推
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
興
然
に
発
す
る
折
紙
類
を
伝
承
に
従
っ
て
時
系
列
で
比
較
さ
れ
、
各
資
料
の
訓

読
文
が
、
総
じ
て
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伝
授
の
場
を
通
じ
て
、

本
文
と
同
様
、
訓
点
も
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
量
さ
れ
て
い
る
。

4
、
拙
著
r
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
諭
し
(
平
成
十
九
年
二
月
、
汲
古
書
院
)
、
第
六
章

第
三
節
。

5
、
拙
稿
「
平
安
後
半
期
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
研
究
試
論
-
高
山
寺
蔵
大
枇
底
遮

那
経
広
大
成
就
儀
軌
永
久
六
年
点
本
を
中
心
に
-
」
　
(
「
平
成
二
十
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜

合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
L
、
平
成
二
十
一
年
三
月
)
。

6
、
築
島
裕
r
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
し
(
昭
和
三
十
八
年
三
月
、
東
京
大
学

出
版
会
)
、
第
一
車
第
二
節
。

7
、
山
口
佳
紀
r
古
代
日
本
文
体
史
論
考
」
　
(
平
成
五
年
四
月
、
有
精
堂
出
版
)
、
第
四
章
第
二
節
。

[
付
記
]

本
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
は
、
高
山
寺
御
当
局
、
小
川
千
富
枝
を
は
じ
め
、
山
内
の
皆
様
、
高
山

寺
典
籍
文
書
結
合
調
査
団
団
員
各
位
の
ご
温
情
を
恭
な
く
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま

た
、
本
稿
を
査
読
い
た
だ
い
た
訓
点
語
学
全
委
員
の
先
生
方
に
は
、
誠
に
貴
重
な
ご
意
見
を
恭
な

く
し
た
。
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

[
ま
つ
も
と
　
み
つ
た
か
、
広
島
大
学
教
授
]

(
平
成
二
十
一
年
一
月
六
日
受
理
)




